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▲注意＝安全のため、ご使蛸前に必ずこの取扱説明書を

　　　　　お読みください。

　　　　　また、いつでもご覧いただけるよう、大切に保

　　　　　笛してく．ださい。
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はじめに

　このたびは、新ダイワの防音型ディーゼルエンジン発電機をお買い求めいただ
き、まことにありがとうございます。

oこの取扱説明書は、本機を安全に正しく使用していただくために作成したもの
　です。

　本機の取り扱いを誤りますと事故や故障の原因となりますので、ご使用前には
　必ずこの取扱説明書をお読みください。

o本機は、電気事業法に基づく移動用電気工作物に該当します。関係法規に従っ
　た取り扱い、届け出を行ってください。
　※関係法令にっいて不明な点がありましたら、お求めの販売店か弊社営業所
　　にご相談ください。

o本機の取り扱いは、この取扱説明書の内容を理解し、安全な取り扱いができる
　人が行ってください。

o本機を貸し出すときは、必ず取扱説明書を添付してください。

○取扱説明書は、いつでもご覧いただけるように大切に保管してください。

■この取扱説明書では、注意事項のランクを下記のように区分しています。

◆危険，取り扱いを誤ると、死亡または重傷を負う可能性がある場合．

▲注意：取り扱いを誤ると、中程度の傷害や軽傷を負う可能性がある場

　　　　合、および物的損害が発生する可能性がある場合。
く注意〉：その他の注意事項。

o『▲注意』に記載した事項でも1状況によっては重大な事故に結びっく可能

性があります。いずれも重要な内容を記載していますので、必ず守ってくださ
　いo

1．安全上の注意

◇危険＝排気ガス中毒

　　　　○エンジンの排気ガス中には、人体に有害な成分が含まれていますの
　　　　　で、室内・トンネルなどの換気の悪い所では運転しないでください。

◇危険＝感電

　　　　o運転中は出力端子部に触れないでください。
　　　　o運転中は出力端子カバーを閉じ、固定ボルトを締めて運転してくだ
　　　　　さい◎
　　　　oコンセントに、ピンや針金などの金属物を入れないでください。
　　　　○運転中は、内部の配線や電気部品に触れないでください。
　　　　o接地工事は、必ず指示するすべての箇所に行ってください。いずれ
　　　　　か1っでも接地しなかった場合、人体を漏電電流が流れ、漏電遮断
　　　　　装置を装備していないときより危険な状態となります。
　　　　o使用機器の漏電遮断装置を接地した場合でも、本機の漏電遮
　　　　　断用接地端子と外箱接地端子は必ず接地してください。
　　　　○漏電による感電のおそれがありますので、発電機の絶縁抵抗は定期
　　　　　的に測定してください。
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▲注意：排気ガス中毒

　　　　○排気を通行人や建物などに向けないでください。

▲注意：目や皮膚の障害　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　恥

　　　　oバッテリー液には希硫酸が含まれていますので、目・皮膚・衣服な
　　　　　どに付着させないでください。
　　　　　付着したときはすぐに多量の水で洗い流し、特に目に入ったときは
　　　　　必ず医師の診断を受けてください。

火
○

■
6潴▲ 火災

○本機は、燃料として軽油を使用しています。燃料の給油を行うとき
　は必ずエンジンを停止し、絶対に火気を近づけないでください。
　また、エンジンが冷えてから行ってください。
o燃料やオイルをこぼした．ときは、必ずふき取ってください。また、
燃料もれがある場合は、絶対に使用せず、必ず修理してください。
○マフラーや排気ガスなどは高温となるため、引火性のある物（燃料
　・ガス・塗料など）や燃えやすい物は、本機に近づけないでくださ
　い◎

oバッテリーは引火性ガスを発生しますので、付近でスパークさせた
　り火気を近づけないでください。
O本機は、壁などの障害物から1m以上離し、水平な場所で運転して
　ください。

o交流出力を屋内配線に接続しないでください。
o保管用カバーなどをかけるときは、本機が冷えてから行ってくださ
　いo
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■警告・表示ラベル貼付位置
　　警告および、表示ラベルが見えにくくなったり破損したときは、新しいラベ
　　ルを指定場所に貼りかえてください。ラベルの注文は（）内の番号で注文鳴
　　してください。

　　①安全上の注意事項（品番19402－00125）
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2．仕様

2－1．諸元

項　　　　　目 単位 DG1250MH　　　　DG1500MH

発
　
　
　
電
　
　
・
機

発　電　方　式 一
回転界磁型ブラシレス式3相同期発電方式

容　　　　　量 kVA 100　1125 125　1150
kW 80　1100 100　1120

定　格　電　圧 V 200／4001220／440 200／4001220／440
定　格　電　流 A 289／1441328／164 361／1801394／197
定格周波数 Hz 50／60

定格回転数 rpm 1500／1800　　　　　一

回　路　方　式 一
3相4線式（単相コンセント付）

力　　　　　率 ％ 80

絶　縁　階　級 『
F種

励　磁　方　式 一
自励式（ブラシレス）

極　　　　　数 『
4極

エ
　
　
　
ン
　
　
　
ジ
　
　
　
ン

名　・　　　称 一
立形水冷4サイクルディーゼル機関

型　　　　　式
日野自動車工業株式会社

HO7C－TD M10C－TB

シリンダ数一内径×行程 皿皿 6－110×118 6－127×130

連続定格出力 PS 133　1157 170　1190
回　　転　　数 rpm 1500／1800

総行程容積 2 6．728　　　　　　　　　　　　9．88

燃　焼1方　式 一 直接噴射式

冷　却　方　式 一 ラジエーター水冷式

潤　滑　方　式 一 強制潤滑式

始　動　方　式 一 電気始動

使　用　燃　料 一 軽油・A重油

使用潤滑油 ｝ CD級
燃料タンク容量 2 250
潤滑油量

全　　量
2 26．5 28．5

下　　限 16．5 18．5

冷　却　水　量 2 27．6 33．9
セルモータ容量 V－kW 24V－5．5kW 24V－7kW　・

オルタネータ容量 V－A 24V－20A
バッテリ容量 V－AH 115F51×2
外
形
寸
法

寸　　法

全　　長 m皿 3080 3190

全”幅 皿皿 1080 1130

全　　高 皿皿 1500 1500

乾　燥　重　量 kg 2210 2450

全装備重量 kg 2490 2740
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2－2．周囲条件
　　本機は下記の周囲条件下で使用してください。これらの条件が満たせない
　　場合は、故障や出力不足・耐久性の低下などのおそれがあります。

■周囲温度
■相対湿度
■標高

一15℃～40℃
80％以下
300m以下（気圧733皿mHg以上）

3．用途

o水中ポンプなどの土木機械の電源
O照明機器の電源
O電動工具や家電機器の電源

4．各部の名称

4－1．外観および各部の名称

一ノ ＼　　＼
　』

排気出ロ

！　　　　　　　　　　　　　、怒
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

日

一 （
」
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＼
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、
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口

口〕
0
　
　
『
　
　
田

E巳一

四
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日ヨ　　　　日ヨ　　　　　　E日　　　　E日

田　　　　E日　　　　　　E…ヨ　　　　日ヨ

、

←

燃料ドレン

消音器　　　　　　ラジエータ　　　　　　潤滑油ドレン

ミスト出口

エアークリーナー

◎

1
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6

発電機盤

マ
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800田1ロロ
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4－2．制御盤の各部の名称

① ③　④ P⑧　⑨　⑩　⑪　⑫　⑬　⑭

【）◎
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一 一 、
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5．装備

5－1．モニター表示灯

團囮亘圓圏画
冷却水温　　エンジン油圧　バッテ1ノ充電　エアフィルタ　パッテリ液量　　　燃料
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圓
轟

運転中に冷却水の温度が10r21℃以上に上昇すると、冷却水温モ
ニターランプが点灯してエンジンが自動停止します。
そのときは、サブタンクの水量を点検し、不足している場合は
サブタンクに水を補給してください。　（『8－2、冷却水の点
検』参照）

規定量ある場合は、ファンベルトの緩みあるいは冷却系統の冷
却水漏れも考えられますので、エンジンが冷えてから点検を行
ってください。

く注意〉
　　○冷却水量が少なすぎると水温を検知しませんので、ラジエーダーと
　　サブタンク内の水量を始業前に必ず点検してください。

（2）エンジン油圧モニターランプ（油圧低下）
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運転中にエンジンオイルの圧力が0．5kg／面以下に下がると、
油圧モニターランプが点灯してエンジンが自動停止します。

その ときは、エンジンオイルの量を点検し｛ヱンジンオイルを
上限レベルまで給油してください。

エンジン油圧
0
0
1
臼 RESS

　く注意＞
　　　o油圧モニターは、オイルの劣化を検知することはできません。
　　　エンジンオイルは定期的に交換してください。　（『8－1．エンジ
　　　　ンオイルの点検』参照）

（3）バッテリー充電モニターランプ（チャージランプ）

バッテワ充電

　C臼’儒E

　く涯意＞
　　　○バッテリー充電モニターは、バッテリーの劣化やバッテリー液の不
　　　足を検知することはできません6
　　　　（『8－6．バッテリーの点検』参照）

（4）エアーフィルターモニターランプ（フィルター目詰まり）
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4

（5）バッテリー液量モニターランプベッテリー液量モニターランプ（バッテリー液面低下）

▲注意＝目や皮膚の障害

　　　　○バッテリー液には希硫酸が含まれていますので、目・皮膚・
　　　　衣服などに付着させないでください。
　　　　付着したときはすぐに多量の水で洗い流し、特に目に入った
　　　　　ときは必ず医師の診断を受けてください。

▲注意歌災
　　　　○バッテリーは引火性ガスを発生しますので、付近でスパーク
　　　　　させたり火気を近づけないでください6

　バッテリー液が少なくなってくるとバッテリー液量モニターラ
　ンプが点灯します。　　　　　　　　　　　　　　　　　一
　点灯したら、すみやかに蒸留水を補給してください。
　　　　（r8－6．バッテリーの点検』参照）

モニターランプ

パッテリ液量
BATT’一mW庄V乱

（6）燃料不足
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意注▲

燃料がタンク容量の約％以下になると燃料不足モニターラン
プが点灯します。
点灯したら、すみやかに燃料を補給してください。

　　燃料
　・冊口五VEL

5－2．計器2．計器類

エンジン用計器

（1）回転計

エンジンおよび発電機の回転数を示します。発電機の周波数
は、1500rpmのとき50Hzで、　1800rpmのとき60Hzとなります。

曲
（2）積算時間計（回転計に内蔵）
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　HOURMETER
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エンジン冷却水の温度を示します。使用条件により異なりま
すが、運転中は適正温度域（グリーンゾーン）を示している
のが正常です。

型式 アイドリング

DG1250MH 800rpm

DG1500MH 950rpm

（3）水温計

　く注意》
　　　o水温計の値が基準値を越えている
　　　　場合は、負荷を切りアイドリング
　　　　状態で冷機運転を行ない水温が下
　　　　がるのを待ってください。

（4）油圧言十

エンジン潤滑系統の油圧を示します。使用条件により異なり
ますが、運転中は適正油圧域（グリーンゾーン）を示してい
るのが正常です。ただし、寒冷時でエンジン始動直後はそれ
以上になることがあります。正常圧力になるまで暖機運転を
してください。

（5）燃料ゲージ

電気式の燃料ゲージです。

（6）充電電流計

発電機用計器

（1）電圧計

発電機の出力電圧（線間電圧）を示します。

10



（2）電流計

発電機の出力電流（相電流）を示します。

（3）周波数計

電源の周波数を示します。

（1）予熱表示灯

スタータースイッチを予熱の位置にすると約25秒で赤熱し、
予熱の完了を示します。

⑱

（2）発電表示灯（制御盤の表示灯）

エンジン運転時、発電していることを示します。

（3）通電表示灯（三相出力端子板の表示灯）

エンジン運転時、三相ブレーカーが『O　N』の状態で点灯し
三相出力端子に電圧が掛かっていることを示します。
単相出力端子とコンセントには、通電表示灯はありません。

通電表示

◎（亟Do

◆危険＝感電

　　　　o表示灯が消灯していても、単相ブレーカーが『O　N』の状態
　　　　では単相出力端子およびコンセントヘは電圧が掛かっている
　　　　ので注意してください。
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スイッチ

ジンを停止し、すべての電源が切れる位置です。また、
位置で『キー』の抜き差しができます。

を行う位置です。
意）
oエンジンを停止したままでこの位置で放置しないで
　ください。バッテリーがあがります。

ジンを始動させる位置です。　『キー』から手を離すと
的に『運転』位置に戻ります。

時の始動性を良くするためにグロープラグを加熱する
です。

チ

チ
止
ン
の
転
転
注

ツ
停
工
こ
運
運
く

イ
①
　
　
②

ス一

桝
無
◎

）1（

動
ン
動
熱
冷
置
ツ

始
工
自
予
寒
位
イ

③
　
　
④

（2）パネルライトス

rパネルライト』を点灯するスイッチです。
スタータースイッチの『運転』位置で点灯できます。

（3）非常停止ボタン

エンジンを緊急停止させたいときに使用します。エンジンが
停止するまで押し続けてください。

　く注意：＞

　　　○エンジンを停止させた後は、必ずスタータースイッチをr停止』の
　　　　位置に戻してください。

（4）ブレーカー

負荷側に送電するためのスイッチで『O　N』にすると出力端
子に電圧が掛かります。負荷側の短絡や過負荷使用、また漏
電発生時に遮断して負荷側への送電を停止させます。蜘

く注意）
　　o負荷の運転・停止を、このブレーカーの操作で行わないでください。
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（5）電圧切替スイッチ

スイッチを切り替えることにより、切り替えた線間（R－S
・S－T・T－R）・の電圧が電圧計に表示されます。

（6）電流切替スイッチ

スイッチを切り替えることにより、切り替えた相（R・S
T）の電流が電流計に表示されます。

電圧調整器、調速ハンドル

（1）電圧調整器

発電機の出力電圧を調整するダイヤルです。ダイヤルを時計
方向に回すと電圧が上がり、反対方向に回すと下がります。

　、、

（2）調速ハンドル

エンジン回転を調整するハンドルです。ハンドルを時計方向
に回すと回転数が上がり、反対方向に回すと下がります。
運転中はハンドルを固定ナットで固定してから使用してくだ
さい。固定ナットを時計方向に回すと固定できます。

言周速ハンド辺レ

　　ノ　　　＼

・⑲＼

　　　　固定ナット

（3）漏電警報灯

負荷側の漏電を検知し、ブレーカーを遮断させます。
　（『7－3．漏電遮断装置と接地の方法』参照）
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6．運搬・据え付け

6－1．運搬の方法1．運搬の方法

◆危険＝けが

　　　　o本機を吊り上げるときは、必ず吊り金具を使用してくださ
　　　　　いo
　　　　Oロープ掛金具で吊り上げないでください。本機が落下する
　　　　　おそれがあります。

吊り金具

ロ夢ダ陶
、

（1）吊り上げ方法

　吊り金具を使用して吊り上げてくださ

　いo

（2）運搬

プ
固
一
と
口
り
の
か
右
つ
左
し

、
　
　
、
　
　
O

ま
十
ノ
、

る
る
し

き
掛
さ

と
を
だ

　
ロる
フ
く

す
一
て

搬
ロ
つ

運
に
行

を
具
て

機
金
し

本
掛
定

ローブ掛金具

團
　　　　　①危険　　．，h．、．

　　　　　　　け　が
こO窪昌協■芝專例望AでTの℃．昌り
ゐげ壁いでく躍ξい．

z下τるど壱Aがあ』’二7．

葛
　
◎δ彫

〔コ

　く注意〉
　　　○本機の吊り上げ・吊り降ろし、また運搬の際は丁寧に取り扱ってく
　　　　ださい。乱暴に取り扱うと本機の損傷、故障の原因となります。．

6－2．据え付けの方法

◆危険，排勧ス中毒

　　　　○エンジンの排気ガス中には、人体に有害な成分が含まれてい
　　　　ますので、室内・トンネルなどの換気の悪い所では運転しな
　　　　　いでください。

▲注意＝排気ガス中毒

　　　○排気を通行人や建物などに向けないでください。
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の障害物から1m以上離し、水平な場所で運
ロ

ガスなどは高温となるため、引火性のある物
料など）や燃えやすい物は、本機に近づけな

　
ど
い
気
塗
。
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だ
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さ

　
　
、
く
一
ガ
だ
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く
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機
し
フ
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燃
い

・
・
O
　
O
（

臆▲

■本機は、固い平坦な地盤に水平に設置してください。
■制御盤扉・左右点検扉は、内部の点検整備が行えるように、壁などの障
　害物から1m以上離して設置してください。

く注意）
　　O本機は、固い平坦な地盤に水平に設置して使用することを前提にし
　　　て作られています。従って、それ以外の設置方法での使用は故障の
　　　原因となりますので注意してください。
　　Oラジエーターの排風口、マフラーの排気口の方向に障害物を置かな
　　　いでください。エンジンの出力低下・オーバーヒート・電装部品の
　　　故障の原因になります。
　　Oほこりや塩分の多い場所での使用は、ラジエーターの目詰まりによ
　　　るオーバーヒートや故障・電装部品の絶縁低下の原因になりますの
　　　で、十分に保守・点検を行ってください。

7．負荷の接続

7－1．負荷ケーブルの選定
　　ケーブルに使用できる許容電流と、本機から使用機器までの距離を考慮し、
　十分な太さのケーブルを使用してください。

▲注意＝物的損害

　　　　o負荷電流がケーブルの許容電流を越えると発熱によりケーブ
　　　　　ルが焼損することがあります。
　　　　Oケーブルが長すぎたり、細すぎたりするとケーブル闇での電
　　　　　圧降下が大きくなり、使用機器への入力電圧が下がり性能低
　　　　　下や作動不良、また故障の原因になります。

く注意）
　　Oケーブル間での電圧降下が、定格電圧の5％以内となるように太さ
　　　と長さを選定してください。

■負荷ケーブルの電圧降下を求める簡略式

　o耳相三線式φ場合
　　　　　　　　　　　1　長さ（m）
　　　　電圧降下（V）＝一×　　　　　×電流（A）×司「3
　　　　　　　　　　　58　太さ（mm2）
　O単相二線式の場合
　　　　　　　　　　　1　長さ（m）　　　　電圧降下（V〉＝一×　　　　　×電流（人）×2

　　　　　　　　　　　58　太さ（mm2）
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■負荷ケーブルの選定表

（例）使用電圧が220Vで、電圧降下を11Vとしたとき。

三相三線式　キャブタイヤケーブル単芯の場合

（単位：mm2）

　長さ
電流
50m
　以下
75m 100m 125m 150m 200m

50A 8 14 14 22 30
　　マー
30

100A 14 22 30 38 50 60

200A 30 50 60’ 80 100 125

300A 50 80 100 125 125 200

400A 60 100 125 150 200 250

（例）使用電圧が100Vで、電圧降下を5Vとしたとき。

単相二線式　キャブタイヤケーブル単芯の場合

（単位：mm2）

　長さ
電流
50m
　以下
75m 100m

10A 5．5 5．5 8

20A 8 14 22

30A 14 22 22

50A 22 30 30

100A 30 50 60
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7－2．負荷ケーブルの接続方法
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◆

▲注意＝火災

　　　O交流出力を屋内配線に接続しないでください。

く注意）
　　o負荷の接続は本機出力の1／3が各相（R・S・T）に均等に掛かるように接
　　　続してください。なお、各相のバラツキは15％以内にしてください。
　　　過負荷となり発電機焼損のおそれがあります。
　　〇三相・単相出力を同時に使用する場合は、各相に流れる電流が本機
　　　の定格電流以下となるようにしてください。
　　〇三相出力を使用する場合は、単相出力が低下しますので注意してく
　　　ださい。
　　o単相出力端子とコンセントはR相及びS相を使用しています。

（1）三相出力端子

　■三相負荷の場合
　O端子電圧は200V／220V［400V／440V］（50Hz／60Hz）です。

0
　
0

T
へ
○

S

O
R
ヂO

　
荷
昌
負

■単相負荷の場合
O端子電圧は115V／127V［231V／254V］（50Hz／60Hz）です。

O
　
O

T
へO
S

O
R
だ
○

）
轟

）
幽

）
崩
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■単相負荷の場合
O端子電圧は200V／220V［400V／440V］（50Hz／60Hz）です。

O
　
O

T
へ
○

．
Q
》R

〕
轟

〕
幽

〕
幽

（2）単相出力端子

　■出力端子およびコンセント
　o端子電圧は100V／110V（50Hz／60Hz）です。
　〇三相出力を使用しない場合、各端子およびコンセントで使用できる電力
　　は下記の通りです。

①i

↓

①
i
↓

R2　S2RI　S1

1．5kVA　　1。5kVA一〇kVA
　　　　一
　　　10kVA　　1

合計10kVA以内
　　　　　　　合計10kVA以内

※総合計20kVA以下で使用してください。

7－3。漏電遮断装置と接地の方法

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

　
エ
れ
漏
す
機
接
工
遮
い
、

電
地
ず
、
ま
用
用
地
電
さ

感
接
い
れ
り
使
断
接
漏
だ

　
　
　
　
　
O
　
　
O
O

事は、必ず指示するすべての箇所に行ってください。
か1っでも接地しなかった場合、人体を漏電電流が流
電遮断装置を装備していないときより危険な状態とな
ロ

器の漏電遮断装置を設置した場合でも、本機の漏電遮
地端子と外箱接地端子は必ず接地してください。
事は、必ずエンジンを停止して行ってください。
断装置が作動したときは、必ず漏電箇所を修理してく

◇危険＝

　　　　O

本機は、感電事故防止のため漏電リレーより信号を受けてブレーカーを遮
断させる漏電遮断装置を装備しています。
使用機器の絶縁不良などにより漏電が発生したとき、すみやかに電路を遮
断します。
漏電リレーの仕様は次の通りです。
　o定格感度電流　　30mA以下（接地抵抗500Ω以下）
　O作動時間　　　　0．1秒以内

　　　　　　　　　　　　　　18　　　　　　　　　　～
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本機の外箱接地端子漏電遮断用接地端子

，
　
　
再

も

1P
層
　
O

州
o

　　、
勘訓

（1）接地工事

　電気工事士等の資格者が、つぎの3箇

曹言旛騨謬難寺製讐博抗
　　O本機の漏電遮断用接地端子

　　8魏雛騰幾鎭箱

　く注意〉
　　　o使用機器に接地工事が行えない
　　　　場合は、お求めの販売店か弊社
　　　　営業所にご相談ください。

（2）作動確認
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には、必ず作動確認を行ってください。

負荷側のブレーカー、使用機器のスイッチが『O　F　F』になってい
ることを確認します。　　　　　　　　　＿，。、　＝＿，．＿｛＿、

三相ブレ・一カー　　　　　　　　ブレーカー1

臨撫

が
を
一
と
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こ
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る

レ
い
ブ
て
相
つ
単
な・
に
◎

相
』
す

三
F
ま

の
F
し

機
0
認

本
『
確

『9－1．始動・運転準備』に
従ってエンジンを始動します。

三相・単相ブレーカーを『O　N
』にします。

器
バ
報
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◎
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す
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、
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『
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漏
の
一

ε＞樗雌ぎト繋蓑矯禦縮ε甑

｝　　　三相・単相ブレーカーのレバーを『O　F　F』の位置まで押し下げま　　　す。

鵬難確難望離観繍欝辱斐讐と∫います億お求
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断装置が作動した場合
断装置が作動したときは、漏電警報灯が点灯し、三相または単相ブ
ーのレバーが『O　N』と『O　F　F』の中間位置になります。
きは、漏電箇所を修理してから、つぎの手順で復帰してください。
表示灯が点灯していないときは、電流の取りすぎです。）

リセットボタンを押すか、エンジンを停止します。

繋
♂
⑦ン浄繋空は漏電ブレーかのレバ幅を『OFF』の位置まで押し下
以上の操作で、再びブレーカーを『ON』にできる状態となります。

8．始業前点検
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▲注意＝火災・やけど

　　　O点検時は必ずエンジンを停止し、絶対に火気を近づけないで
　　　　ください。また、エンジンが冷えてから行ってください。

▲注意＝火災

　　　O燃料やオイルをこぼしたときは、必ずふき取ってください。

オイルフィラ

オイル1ゲージ

一
§
『

）
　
◎

）バ

誰

謎ノ・旦
」
．
－

◎
　
り

ジンオイルの点検
のエンジン取扱説明書もあわせ
読みください。
の点検は、本機を水平にし、オ
ジをいっぱいに差し込んで確認
さい◎

はオイルを上限レベルまでオイ
から給油しておいてください。

機が傾いた状態では、オイル量
正確に確認することができませ

ジ一ゲ
ー

ルイオ
　
　
．

下限レベル　上限レペル
　ー、　　　　　　　　　　　　／

　冨

　　×

入れすぎ
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∀
×
足
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ま

口
國
暫
○
適

破
し
を
意
ン
注
ジ
で
ン
の
エ
す
は
ま
ぎ
り
過
あ
れ
が
。

入
と
い

の
こ
さ

ル
る
だ

。
イ
す
く

ン
冊
お
量
一
だ
に
ラ
）
本
を
ん
オ
損
て

工
別
て
ル
ゲ
く
前
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O

■
※
　
イ
ル
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業
フ
注

ー
　
　
オ
イ
し
始
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く

閣8

O

■エンジンォイルの選定
、オイルは外気温度に応じて適正な粘度
　（表を参照）のディーゼル用エンジン
　オイルを使用してください。

く注意＞
　　Oオイルの品質は、次のものを使用
　　　してください。
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型式 エンジン区分 使用するオイルの品質（API分類）

DG1250MH ターボ付き CD級

DG1500MH ターボ付き CD級

　　　　SAE40一「
蹴

。粘度と気温との瞥SAE2・・2・W

　　　k＿＿SAE10W

5髪

礁
　　　　　　　　　　　　　　SAE　10W－30
　　　　　　　　　　　　　　　　SAE　15W－40・20W－40

8－2．冷却水の点検
　　　※別冊のエンジン取扱説明書もあわせてお読みください。
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＝
O鰍

◆

▲注意＝やけど

　　　O運転中や停止直後は、ラジエーターキャップを開けないでく
　　　　ださい。熱水蒸気が吹き出します。
　　　O運転中や停止直後は、エンジンが高温になっていますので、
　　　　触れないでください。

ラジエーターとサブタンクの冷却水量を点検し、不足しているときは給水
してください。

ラジエーターキャッブ

ノ
’

　
　
／

『
炉
一
〆
F
F

～

給水ロ

趨＼’

（1）ラジエーターの点検・給水

ラジエーターキャップをはずし
ます。

冷却水を給水口の口元いっぱい
まで入れます。

ラジエーターキャップを締め付
けます。
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些1

（2）サブタンクの点検・給水

　　　　サブタンク内の冷却水が『F　U
　　　　L　L』と『L　OW』レベルの範
　　　　囲にあるか点検します。

　　　　不足しているときは冷却水を『
　　　　F　U　L　L』まで入れます。

水などの水質の良　　　　　　　一ワリ　　　　
用してください。　　　　　　　　　　　　　
がある場合は、ロ
ーラント（LLC）　　　　　　　LO騨
ださい。　（工場出　　　　　　　　　　　　　　1

率30％のLLC　　　　　　　　　　・一
ます。）

も同混合率のL　L　Cを使用してください。
率は、外気温度に応じて30’一45％の範囲で使用し

または400時間で交換してください。
混合率の目安
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外気温度 一15℃ 一20℃ 一30℃

混合率 30％ 35％ 45％

8－3．ファンベルトの点検
　　　※別冊のエンジン取扱説明書もあわせてお読みください。

時は必ずエンジンを停止し、エンジンキーを抜いてから
てください。その間、キーは作業する人が保管してくだ
ロ

中は、点検扉を開けないでください。冷却ファンやベル
どの回転部に巻き込まれるおそれがあります。

◆危険，
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　　　　　　一の．働　　　　　　o　　　嘔
　　　　　　．　　　●
　　　　　　6　　　●　　　　　　●　　　　●
　　　　　　6　　　　●　　　　　　o　　　　　■
　　　　　ヨ　　　　　　　びりりり　　　　　　　　し

oヒ3く　、、　、　　’一9’閣

鱒⑥1：で

））ん》嘉：1

（1）ファンベルトの張り

　ファンプーリーとオルタネータプーリー
　の中闇を指で押し（約10kg）『たわみ量』’
　が10・一15mm以内なら適正です。

（2）ファンベルトの状態

　ベルトに損傷がないか点検し、、損傷があ
　る場合は交換してください。
　く注意）
　　　Oベルトの調整および交換は、別冊
　　　　のエンジン取扱説明書に従ってく
　　　　ださい。
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8－4．燃料の点検

▲注誹火災
　　　o燃料をこぼしたときは、必ずふき取ってください。

タンクキ，ヤツブ

／ツ

棚

／

／

ヤノノヨ 　しノレノね　エのゐウ　　　　　　　ヲ
ー5℃まで）を使用してく　燃料コシ網

ロ

は、ディーゼル用J　I　S3　給油ロ
（一15℃まで）やJIS
弩難辞5℃まで）を使＼’
に装着してある燃料コシ網
使用してください。
、満タンより控え目に給油してください。

そ

分入っているか点検し、不足し
きは給油してください。

料は、ディーゼル用J　I　S2号
油（一5℃まで）を使用してく
は
（
い
時
油
号
て
口
ず
は

料
油
さ
冷
軽
3
し
油
必
料

が
る
意
o

料
い
注

燃
て
く

十
と
）
燃
軽
だ
寒
号
特
用
給
を
燃
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O
　
　
O

（1）水分離器の点検

水抜きレベル

ドレンブラグ

！

　　　　　　　　　　　　　　い
　　　　フロートが水抜きレベルまで、浮
　　　　上しているか点検します。

　　　　浮上していたら、ドレンプラグを
　　　　緩め、水を排出して下さい◎　　

8－5．燃料・オイル・冷却水もれの点検

▲注鄭火災
　　　　○燃料やオイルのもれがある場合は、絶対に使用せず修理して
　　　　　ください。

　燃料配管接続部などからの燃料もれ、およびオイルや冷却水のもれがない
　　かどうか、点検扉を開けて点検してください。

8－6．バッテリーの点検

▲注意＝目や皮膚の障害

　　　　oバッテリー液には希硫酸が含まれていますので、目・皮膚・
　　　　衣服などに付着させないでください。
　　　　　付着したときはすぐに多量の水で洗い流し、特に目に入った
　　　　　ときは必ず医師の診断を受けてください。

▲注藤火災
　　　　oバッテリーは引火性ガスを発生しますので、付近でスパーク
　　　　　させたり火気を近づけないでください。
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＼

端子　　　　　　　（

、gQQ9

．物、、

　　　　液面高さを点検し、下限レベルに
　　　　近いときは蒸留水を上限レベルま
　　　　で補給します。

　　　　端子のゆるみを点検し、ゆるんで
　　　　いるときは増し締めしてください。

ッテリー液の比重が1。23以下のときは充電が必要ですので、
求めの販売店か弊社営業所に申し付けてください。

）
バ
お

意
o
注く

9．運転方法

9－1．始動・運転準備

◆危険，排気ガス中毒

　　　　Oエンジンの排気ガス中には、人体に有害な成分が含まれてい
　　　　　ますので、室内・トンネルなどの換気の悪い所では運転しな
　　　　　いでください。

▲注意＝排気ガス中毒

　　　　o排気を通行人や建物などに向けないでください。

▲注意＝火災

　　　　oマフラーや排気ガスなどは高温となるため、引火性のある物
　　　　　（燃料・ガス・塗料など）や燃えやすい物は、本機に近づけ
　　　　ないでください◎
　　　　o本機は、壁などの障害物から1m以上離し、水平な場所に設
　　　　置してください。

▲注意＝けが

　　　　o本機が移動しないよう、水平で安定した場所に設置してくだ
　　　　　さい◎
　　　　O始動前に、必ず使用機器のスイッチを切り、ブレーカーを『
　　　　　OFF』にしてください。

予熱表示灯　・ス外タいスイッチ　三 プレいか

　　o◎
o
◎
　 ①

畠麟
日

目

陣
調
速 ハン跡　　　電圧調整器　単相プレいカー

　　　　本機制御盤の三相、および単相ブ
　　　　レーカーを『O　F　F』にします。

　　　　調速ハンドルを左にいっぱい回し
　　　　ます。
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す
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エンジンが始動したら、スタータースイッチから手を離します。

約5分間、暖機運転をします。

調速ハンドルを回し、無負荷回転数にあわせます。

無負荷回転数

50Hz　運転 約1575rpm　　（52．5Hz）

60Hz　運転 約1890rpm　　（63．OHz）
く注意）
　　o無負荷時に上記の回転数にあわせると、定格負荷時に50H　zある
　　　いは60H　zになります。

7し調速ハンドルを固定ナットで固定します。

電圧調整ダイヤルで使用する電圧にあわせます。

⑦
母

　
力
確
な

　
　
一
を
り

　
　
レ
と
取

　
ブ
こ
を

　
　
の
る
絡

　
側
い
連

　
荷
て
く

　
負
つ
良

　
ず
な
と
。

　
必
に
者
い
、

　
　
、
』
業
さ

　
は
F
作
だ

　
き
F
の
く

　
と
0
側
て

　
る
『
荷
つ

　
す
が
負
行

　
　
に
チ
、
を

　
　
』
ツ
た
作

　
N
イ
ま
操

　
0
ス
◎
の

　
『
の
い
一

　
を
器
さ
カ

が
一
機
だ
一

け
力
用
く
レ

　
・
轍
使
て
ブ

電
レ
や
し
ら

感
ブ
一
認
が

　
：
O
険危◆

　　　　　　　　　　ド　　　　ブレーカーを『O　N』にすることで送電状態になります。

9－2．運転中の取り扱い

　　（1）始動後の点検
　　　　o計器類や表示灯が正常な状態か確認してください。
　　　　　　（『5．装備』参照）
　　　　o異常振動や異常音がしないか確認してください。
　　　　O排気ガスの色が正常か確認してください。
　　　　正常な状態では無色か、わずかに青色の排気ガスが出ます。
　　　　＜注意＞
　　　　　o異常がある場合は、本機をそのまま使用せずに、お買い求めの販売
　　　　　店か、弊社営業所に修理を申し付けてください。

　　（2）運転中の調整
　　　　o負荷運転中、回転計・周波数計・電圧計を確認しながら、調速ハンド
　　　　　ル・電圧調整ダイヤルで回転数と電圧を微調整してください。
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■燃料切れで停止したときの燃料系統のエアー抜き
　※別冊のエンジン取扱説明書もあわせてお読みください。

▲注歳火災
　　　O排出された燃料は、必ずふき取ってください。

燃料を給油します。

スタータを『運転』の位置にします。
約10秒でエア抜きが完了します。

9
⑦
止

負荷側のスイッチとブレーカーを『O　F　F』にします。

本機制御盤の三相、および単相ブレーカーを『O　F　F』にします。

調速ハンドルの固定ナットを緩めます。

調速ハンドルを回しアイドリングにします。

約3分間、冷機運転をします。

スタータースイッチをr停止』にします。

9－41．保護機能
　本機は運転中に異常が発生すると自動停止する機能と、異常箇所を警告灯
　で知らせる機能を装備しています。
　　エンジンが自動停止したとき、また警告灯が点灯したときはエンジンを停
　止し、異常箇所の点検を行ってください。

　保護機能一覧表

動作内容 ブレーカー エンジン 警告灯
Nα 遮断 自　動 点　灯 異常時の状態
異常内容 停止

エンジンの冷却水温が高
1 モ 水温上昇 一 ○ O くなったときに作動
二 （設定値102℃）

タ
1 エンジンオイルの油圧が

2 ラ 油圧低下 一 ○ O 低下したときに作動
ン
プ

（設定値　0．5kg／c㎡）

3 充電不良 一 一 O バッテリーに充電ができ
なくなったときに作動
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Nα

　　　動作内容

異常内容

ブレーか

遮断
エンジン

自　動

停止

警告灯
点　灯 異常時の状態

4
モ
ニ
タ
ー
ラ
ン
プ

フィルター

目詰まり
一 一 ○ エア欄フィルターエレメ

ントが目詰まりしたとき
に作動

5 バッテリー

液面低下
一 一 ○ バッテリー液が少なくな

ったときに作動

6 燃料不足 一 ｝ O 燃料の残量が少なくなっ
たときに作動

7 漏電発生 O 一 O 漏電発生時に作動

8 過負荷使用 ○ 一 一 過負荷使用時に作動

※表中のO印は作動することを示します。

9－5．並列運転
　　他の発電機と並列運転をする場合は、次の各項目に順じて運転をして下
　　さい◎
　　く注意＞
　　　　O並列運転は同一機種・同一容量で行ってください。異なった容量機
　　　　種及び他社製品との並列運転は故障の原因となります。
　　　　o運転前は、すべてのブレーカを必ずO　F　Fにしてください。

　以下の説明は両装置をA機（本機）及びB機（他の発電機）と呼びます。

A機及びB機の出力端子台の同一記号の端子間を接続します。

妙
母
母
母
3

レ　　運転前は、すべてのブレーカが必ずO　F　Fであることを確認してく　　ださい。

｝　　9－1．始動・運転準備の運転順序に従い、両装置を運転します。　　このときブレーカはO　F　Fの状態です。

レ　　両装置共互に電圧及び周波数（回転数）を同じ値に調整し、同期スイ　　ッチを並列側に切り替えます。

｝　　B機の三相ブレーカーがO　F　Fであることを確認した後、A機の三　　相ブレーカーを投入します。

｝　　次にB機の制御盤の同期検定灯の輝きがゆっくり明滅するよう（5　　～10秒周期）B機の調速ノブを調整し、同期検定灯が消えた瞬間に
　　B機の三相ブレーカーを投入して、同期化を完了します。

※この時、無負荷ですので発電機の電流は零です。もし、電流計が振れて
　いる場合（この電流は横流です）どちらかの発電機の電圧加減器を少し加
　減し、零になるよう調整して下さい。
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　　　　次に負荷側スイッチを投入します。両装置の電流計指示は、エンジ
　　　　ン速度変動率が同一で有れば、同じ値を指示しますが、普通の場合
　　　　は全く同じ特性ではありませんから、僅少の不平衡は生じます。
　　　　何れかの装置の調速ノブで負荷電流が均等になるよう調整します。

　※例えば、A機が100A、B機が50Aの時は、3機の調速ノブを高速
　　♂側に廻せば～B機の電流は増加します。それにっれてA機の電流は減少
　　し、同じ値（この場合75A）になるよう調整します。又逆にA機を低
　　速側に廻しても、負荷分担は均等となります。

　
上
速
転
す
は
ン
場
差
い
機
じ

馳
調
運
整
後
障
さ
軸
同
罷
電
㎎
2
荷
負
噂
用
噂
だ

甫 以上のように並列運転を行っている発電機の負荷分担の有効電力は
調速ノブの調整即ちエンジンの回転によって決ります。従って並列
運転を行なう場合は常時両装置を監視し負荷分担が等しくなる様調
整する必要があります。　（電圧加減器の調整は9－5．r駈レで調整
後は再調整はほとんど必要有りません。）
エンジンの速度変動率の差が大きいと並列運転が安定して行なえな
い場合があります。又負荷分担の差が大きくなったり、燃料消費量
に差が出てきますので速度変動率が調整されたものを使用してくだ
さい◎

A機がすでに負荷運転を行っている場合も9－5．《砂～《5レと
同じ操作で行うことができ、並列投入後の負荷分担の調整も9－5．
ゆと同じです。
並列運転を行っている場合に電圧を上げたい（下げたい）時は両機の
電圧加減器を同じ方向へ同じ量だけ廻して下さい。
2台の並列運転の場合は発電機容量の90％以下にて御使用下さい。
2台の発電機が並列運転を行っている場合、2台共に100％の負
荷であったとするとエンジンガバナーの僅かの差によって一方が過
負荷となります。
並列運転の場合は単機運転に比べ運転操作にやや熟練を要しますの
でできれば負荷が分割できるような場合は各々に負荷を分けて御使
用されることをおすすめします。
運転途中に燃料切れ等で片側の発電機が停止しないよう注意してく
ださい。その場合は、残りの発電機が過負荷となります。

圧切替え　　　　　　　　　　　　　　200／220V愈ラン湖替スイリチ

機は使用負荷の電圧により低圧　　　　。

　　低圧（200／220V）

ランブ切替対栃→の400／440V

㎝
◎
㎜
◎
幅
◎

O
　
　
O
　
　
O

O
　
　
O
　
　
O
　
　
O

高圧（400／440V）

9－6．電圧切替え
　本発電機は使用負荷の電圧により低圧
　　（200／220V）と高圧（400／440V）の切替が

　可能です。電圧の切替は以下の要領で
　行って下さい。

　　　　右前側の点検扉を開けます。

　　　　M8のボルト4本を外し、励磁
　　　　箱蓋を取り外します。

　　　　必要な電圧に応じて、右の通り
　　　　タップを切り替えてください。

　　　　所定の電圧に、ランプ切替スイ
　　　　　ッチも切り替えてください。
　　く注意〉
　　　　O発電表示灯・同期ランプが切れ
　　　　　る恐れがありますので、確実に
　　　　　ランプ切替スイッチも切り替え
　　　　てください。
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10．点検・整備
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▲注意＝火災・やけど

　　　O必ずエンジンを停止し、絶対に火気を近づけないでくださ
　　　　い。また、エンジンが冷えてから行ってください。

▲注意＝火災

　　　o燃料やオイルをこぼしたときは、必ずふき取ってください。

本機を常に良好な状態で使用できるよう、次の表にしたがって定期的に点検
・整備を行ってください。
稼働時間は、積算時間計を目安にしてください。

　く注意）
　　　O始業前点検以外は、専門技術者が行ってください。
　　　Oエンジンの点検・整備は主要点検項目のみ記載しています。詳細な
　　　　点検項目については、別冊のエンジン取扱説明書に従ってください。
　　　o交換部品は、必ず純正品を使用してください。
　　　O表中の●印はお求めの販売店か弊社営業所に申し付けてください。

　　　　時間、その他

点検項　目

点検時期（時間運転毎）

備　　考エン

闇晶 酷 輪 醐
b

①オイル・レベルの点検 O 30時闇毎

月

②エンジンオイル 贔

本
体

①錨曇●クリアランス ● ●

②鰯ンダヘッドの増し ●

雛 ①干輪怨滋9点検 ○ 贔
多 ①藩魏炎ン内への水 O

②副生レ釣緩餅 贔 O ＆ 露ス内
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　　　　　　時間、その他

・点検項　目

点検時期（時間運転毎）

備　　考エン

闇晶 齢 酷 翻

蜷 ③鮪無魏煮紹 ○

燃
　
　
　
料
　
　
　
装
　
　
　
置

①㍍＝勘講プ●ス ○

②鯵あ紬内の澱物 ○

③禺あ蔽物泉筋謡 始糟検

④騨熱ルタのエレメ O ＆
⑤燃料噴射ノズルの点検 ●

⑥噴射タイミングの点検 ●

⑦燃料ホースの交換 3職

冷
　
却
　
装
　
置

①冷却水の点検 始糟検

②郵融ベルトの張り ○ ○

③編ン●ボルトの増し ● ●

④冷却水の交換 O ま馨毎

⑤多虐襟二変あ麺 2年毎

電
気
装
置

①轡裡多窃鍋工
　の点検

● 響顯

②務轟あ融タネー ●

発
　
電
　
機
　
側

①雛麹塊点検 始糟検

②漏電リレーの動作確認 始糟検

③懸遮断用接地抵抗の 始糟検

④絶縁抵抗の測定 O
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（1）エンジンオイルの交換

初　回 30時間目

2回目以降 250時間ごと

　　　　オイルフィラキャップをはずしま
　　　　す。

　　　　オイルドレンプラグをはずしてエ
　　　　ンジンオイルを抜きます。

　　　　オイルドレンプラグを締め付けま
　　　　す。

　　　　オイルゲージで油面レベルを確認しながら、オイルフィラからオイ
　　　　ルを上限レベルまで入れます。か．　：一』』・

　　　　オイルフィラキャップを締め付けます。

　く注意）
　　　oエンジンオイルの種類は、『8－1．エンジンオイルの点検』を参
　　　　照してください。

オイルフィラキャツプ オイルゲージ

3 》 一逼
1◎一 、

　　亀

認 ）鱗o 、

つ 匹 　⊃ノ＿一醒
．甲5 一

オイ1レドレンブラグ1

マー

（2）オイルフィルターの交換

初　回 30時聞目

2回目以降 250時間ごと

　　　　フル・フロー・フィルター及びバイパス・フィルタの各ドレーン・
　　　　プラグ（a）を緩めて排油して下さい。

　　　　各々のセンタ・ボルト㈲を外してエレメントを取り出してください。

　　　　カバーを洗浄してください。

　　　　新品のエレメントを取り外しの逆順で組み付けてください。

　　　　エンジンオイルを給油します。

　く注意）
　　　Oスプリングが紛失しないよう注意して下さい。
　　　O　O一リングはエレメント・キットに入っている新品の物と必ず交換
　　　　してください。また、取り付けの際、0一リングがねじれて破損し
　　　　ないよう注意してください。
　　　Oフィルタのみを交換した場合には、エンジン・オイルを約32補給
　　　　してください。
　　　oエンジンをかけ油漏れがないか確認してください。
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『デボ

懸緬醤
塑む一蕊．ひリング
　塾

　　◎　　　　　　　　　エレメント

1、誌鼎

遜卜⑤
r
　
ー
■
　
』

捧
　
炮

。
⑬

シート

　　O一・リンク

　　0一リング

　エレメント

ーカバー

　　　　　　　画
　　　　　　　　ヨ
　　　　　　　スカング／

（3）エアーフィルターエレメントの清掃・交換
　運転中、エアーフィルターエレメントが目詰まりするとエアーフィルター
　モニターランプが点灯します。
　点灯したら、ただちにエンジンを停止し、エアーフィルターエレメントの
　清掃または交換を行ってください。

　く注意）
　　　oエアーフィルター　モニターランプが点灯した時は、交換時期の前
　　　でも清掃または交換してください。

麟ジ②

／余も

　　　　　ダスト・インジケータ

　　　，＿，　　　　　シグナル

　　　・一ギ
　＼、　　　．ノ〃　　　　　エレメント

　　　　聯

1画，本体魍

警鷺・癖
ダスト・パン

清掃 250時間ごと

交換 1000時間ごと

ダスト・パンの取り外しは蝶ネジ
①を緩めます。

蝶ネジ③を緩めてバッフルプレー
トを外し、ダストパンに溜まった
ほこりを取り出します。

次に蝶ネジ②を緩めると、エレメントが外れます。

エレメントを清掃または交換し、逆順で組み付けます。

母
⑦
母
母
く注意〉
　　oエレメントの破れ、パッキンの破れ、変形がないか確認してから組
　　　み付けてください。
　　o生乾きのエレメントは使用しないでください。
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　　o安全のため、地面を汚さないためにも燃料は必ず容器に受け取って
　　　ください。

〆

カバー

（4）燃料フィルターの交換

水抜き 120時間ごと

交換 500時間ごと

◎
⑦

，鵡多壌

く
ン
な
メ
出
レ
が
エ
◎

料
め
い

燃
る
さ

、
ら
ゆ
だ

か
を
く

グ
ト
て

ラ
ル
し

プ
ボ
出

ン
一
り

　
一
タ
取

レ
ン
を

ド
セ
ト

　　　　新品のエレメントを取り外しの逆
　　　　順で組み付けてください。
　く注意＞
　　　Oフィルターの交換が終わったら、
　　　　燃料系統の『エアー抜き』を行っ
　　　　てください。　（『9－2．運転中
　　　　の取り扱い』参照）

（5）燃料タンクの水抜き

o
　
憩」ノ

o

燃料ドレンブラグ

500時間ごと水抜き

燃料ドレンプラグをはずします。

水が抜けたら、燃料ドレンプラグ
を締め付けます。

◎
母
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ラジエ7ターキャッブ

誰

（6）冷却水の交換

2年または500時間ごと交換

超㌧＿　 ノ

　3　　1　　－

　　　1◎’

　　　　　1　　　　　習

　　。認　）嵯
　　　　　　、　　戯

D　g，越
　　　　旨
　　　1一
乙
無
　
　
　
　 の

冷却水ドレンブラグ1

ラジエーターキャップをはずしま
す。

冷却水ドレンプラグをはずし、エ
ンジン側のドレンコックを緩めま
す。

冷却水が抜けたら、冷却水ドレン
プラグとエンジン側のドレンコッ
クを締め付けます。

、
ま

し
し
ず
出
は
排
を
を
ド
水
ン
却
バ
冷
定
の
固
内
ク
ク
ン
ン
タ
タ
ブ
ブ
。

サ
サ
す

サブタンクを元通りに取り付け、
FUL　Lレベルまで冷却水を入れ
ます。

型式 冷却水総量

DG1250MH 約282
DG1500MH 約342

ラジエーターに冷却水を口元いっ
ぱいまでいれます。

ラジエーターキャップを締め付け
ます◎

母
母
母
母
母
母
⑦
く注意）
　　o冷却水はr8－2．冷却水の点検』を参照してください。

11．長期保管

　
　
ジ
す

　
　
ン
業

　
　
工
作

　
　
、
は

　
　
し
一

　
　
止
キ

　
　
停
、

　
　
を
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ン
の

　
　
ジ
そ

　
　
ン
◎

　
　
エ
い

　
　
ず
さ

　
　
必
だ

　
　
、
く

　
ー
は
て
◎

　
　
き
つ
い

　
　
と
行
さ

　
　
う
ら
だ

　
　
な
か
く

　
　
行
て
て

　
　
を
い
し

が
備
抜
管

け
整
を
保

　
臆
・
一
が

電
検
キ
人

感
点
ン
る

　
：
O鰍

◆

▲注意：火災・やけど

　　　O点検r整備を行なうときは、必ずエンジンを停止し、絶対に
　　　　火気を近づけないでください。また、エンジンが冷えてから
　　　　行ってください。

▲注意＝火災

　　　o燃料やオイルをこぼしたときは、必ずふき取ってください。
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法
2カ月以上使用しないときは、次の手順で整備を行って傑管してく

o

バッテリーをはずします。

エンジンオイルを交換します。

燃料タンクと燃料フィルターの燃料を抜きます。

妙観嚢響し湿気●ホコリの少ない場所にカバーなどをかけて保

　く注意）
　　　O取りはずしたバッテリーは、月1回程度補充電を行ってください。
　　　○エンジン関係の処置については、別冊のエンジン取扱説明書もあわ
　　　　せてお読みください。

（2）二段積みの方法

二段積みにして、倉庫などに格納するときは、必ず次
を守ってください。
のボンネットにへこみや、ボルト類のゆるみ欠落が無
とを確認してください。
積みの重量に耐えられる固い地盤に、水平に置いてく
い◎

を吊り上げるときは、必ず吊り金具を使用してくださ

機と発電機との間には、指定箇所に同一サイズで本機
り長い枕木を入れ、その上に発電機を置いてください。
重ねは二段までとし、下になる機械の重量・寸法より
い機械はのせないでください。
積みの状態で機械の運転をしないでください。

嚇
㌔

齪跡

段積用禽木位置1

が
を
項
機
こ
段
さ
機
。
電
よ
み
き
段

け
機
事
本
い
二
だ
本
い
発
幅
積
大
二

　
：
本
の
O
　
O

触◆

O
　
　
O
　
　
O
　
　
O

剛

κ
隔

σ 臨 0編 1
曽目

し

弓 o
ア

き

鰯 0“
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12、故障時の対応

　
　
ロ

　
　
い

　
　
さ

　
　
だ

　
　
く

　
　
で

　
　
い
。

　
　
な
い

　
　
し
さ

　
転
だ

　
運
く

　
　
、
て

　
　
は
つ

　
　
き
行

　
　
と
て

　
　
る
し

　
　
い
止

　
　
て
停

　
　
れ
を

　
　
ぬ
ン

　
　
が
ジ

　
体
ン

　
　
や
工

電
機
ず

感
本
必

　
＝
O
O

鰍◆

▲注意＝けが

　　　O必ずエンジンを停止して行ってください。

▲注意＝火災・やけど

　　　O絶対に火気を近づけないでください。
　　　Oエンジンの停止直後は、エンジンやマフラーが高温になって
　　　　いますので、エンジンが冷えてから行ってください。

本機の調子が悪いときは、次の表にしたがって点検してください。
点検しても正常にならないときは、お求めの販売店か弊社営業所に修理を
申し付けてください。

症状 推定原因 処置

セルモーターが
起動しない

1：潟謂誘貌 1：1ミ劉二裳鑛麓

エンジンが始動
しない 1灘麟畢ゴミが

z
1：騨聾獅料フ．、レター

永轟Σ儲メンタ内部の

緯欝薯がすぐ li・、ル羅エア｝

　｛

li墾，1する

交流出力が出な
い

1．ブレーカーがrO
FF』

1．『ON』にする

交流出力が弱い

3．百

1：劉

4．口転

鰐竃藷が

えている
　している
が低い

1：鱗讐繋欝擁甑え
る
蠣
駿 駐酷する

灘賭
1．負荷接続のアンバ
ランス

1．接続をかえる

ブレーカーを『
ON』にできな
い

．1．完　に『OFF』

1、輸強動
1．ブレーカーを『OFF』の位

1：、響霧る

蕪麟
1．過負荷で使用 1．使用する機器の台数を滅らす
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13．ゼネレータ電気回路図
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エンジン電気回路図41
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軸イ　　ワ「　五翁　　辱i取扱説明書防音型ディーゼルエンジン発電機−『　』　層250MH500MH目次1．安全上の注意2．仕様　2−1．諸元　2−2．周囲条件3．用途4．各部の名称　4−1．外観および各部の名称　4−2．制御盤の各部の名称5。装備　5−1．モニター表示灯　5−2．計器類6．運搬・据え付け　6−1．運搬の方法　6−2．据え付けの方法7。負荷の接続　7−1、負荷ケーブルの選定　7−2．負荷ケづルの接続方法　7−3．漏電遮断装置と接地の　　　　方法8．始業前点検　8−1．エンジンオイルの点検　8−2．冷却水の点検　8−3．ファンベルトの点検　8−4．燃料の点検　8−5．燃料・オイル・冷却水　　　　もれ，の，点検　8−6．バッテリーの点検9．運転方法　9−1，始動・運転準備　9−2．運転中の取り扱い　9−3．停止　9−4．保護機能　9−5．並列運転　9−6．電圧切替え10．点検・整備11．長期保管12．故障時の対応13．ゼネレータ電気回路図14．エンジン電気回路図頁　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　　　　　　　　　　4445578　001233　3445667894679144555567791111111　222222　2222222223333▲注意＝安全のため、ご使蛸前に必ずこの取扱説明書を　　　　　お読みください。　　　　　また、いつでもご覧いただけるよう、大切に保　　　　　笛してく．ださい。はじめに　このたびは、新ダイワの防音型ディーゼルエンジン発電機をお買い求めいただき、まことにありがとうございます。oこの取扱説明書は、本機を安全に正しく使用していただくために作成したもの　です。　本機の取り扱いを誤りますと事故や故障の原因となりますので、ご使用前には　必ずこの取扱説明書をお読みください。o本機は、電気事業法に基づく移動用電気工作物に該当します。関係法規に従っ　た取り扱い、届け出を行ってください。　※関係法令にっいて不明な点がありましたら、お求めの販売店か弊社営業所　　にご相談ください。o本機の取り扱いは、この取扱説明書の内容を理解し、安全な取り扱いができる　人が行ってください。o本機を貸し出すときは、必ず取扱説明書を添付してください。○取扱説明書は、いつでもご覧いただけるように大切に保管してください。■この取扱説明書では、注意事項のランクを下記のように区分しています。◆危険，取り扱いを誤ると、死亡または重傷を負う可能性がある場合．▲注意：取り扱いを誤ると、中程度の傷害や軽傷を負う可能性がある場　　　　合、および物的損害が発生する可能性がある場合。く注意〉：その他の注意事項。o『▲注意』に記載した事項でも1状況によっては重大な事故に結びっく可能性があります。いずれも重要な内容を記載していますので、必ず守ってくださ　いo1．安全上の注意◇危険＝排気ガス中毒　　　　○エンジンの排気ガス中には、人体に有害な成分が含まれていますの　　　　　で、室内・トンネルなどの換気の悪い所では運転しないでください。◇危険＝感電　　　　o運転中は出力端子部に触れないでください。　　　　o運転中は出力端子カバーを閉じ、固定ボルトを締めて運転してくだ　　　　　さい◎　　　　oコンセントに、ピンや針金などの金属物を入れないでください。　　　　○運転中は、内部の配線や電気部品に触れないでください。　　　　o接地工事は、必ず指示するすべての箇所に行ってください。いずれ　　　　　か1っでも接地しなかった場合、人体を漏電電流が流れ、漏電遮断　　　　　装置を装備していないときより危険な状態となります。　　　　o使用機器の漏電遮断装置を接地した場合でも、本機の漏電遮　　　　　断用接地端子と外箱接地端子は必ず接地してください。　　　　○漏電による感電のおそれがありますので、発電機の絶縁抵抗は定期　　　　　的に測定してください。1［いだレ抜くブをてず一し必キ管、ン保はジがしン人ずエるは、すりし業取止作・停はけを一付ンキりジ、取ン間のエのル、そブて。一しいケにさ荷』だ負FくのFてへOつ子『行端をら。カ一かい検てさ出力てさ点いだO　　　　　O抜く　　　なをて　　　ト一し　　　ルキ管　　　ベン保　　　やジが　　　ンン人　　　アエる　　　フ、す　　　却し業　　　冷。止作　　　　。す停は　　　いまを一　　　さりンキ　　　だあジ、　　くがン間　　　てれエの　　　しそずそ　　　をお必◎　　錠るはい　　　施れきさ　　　　、まとだ　　　じ込うく　　　閉き行て　　　を巻をつ　　　類に備行　　　扉部整ら。　　は転・かい　　中回　　　　　転の　　　　が運ど　　　　けO　　　　巳口　　　　険　　　　危　　　◆▲注意：排気ガス中毒　　　　○排気を通行人や建物などに向けないでください。▲注意：目や皮膚の障害　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　恥　　　　oバッテリー液には希硫酸が含まれていますので、目・皮膚・衣服な　　　　　どに付着させないでください。　　　　　付着したときはすぐに多量の水で洗い流し、特に目に入ったときは　　　　　必ず医師の診断を受けてください。火○■6潴▲火災○本機は、燃料として軽油を使用しています。燃料の給油を行うとき　は必ずエンジンを停止し、絶対に火気を近づけないでください。　また、エンジンが冷えてから行ってください。o燃料やオイルをこぼした．ときは、必ずふき取ってください。また、燃料もれがある場合は、絶対に使用せず、必ず修理してください。○マフラーや排気ガスなどは高温となるため、引火性のある物（燃料　・ガス・塗料など）や燃えやすい物は、本機に近づけないでくださ　い◎oバッテリーは引火性ガスを発生しますので、付近でスパークさせた　り火気を近づけないでください。O本機は、壁などの障害物から1m以上離し、水平な場所で運転して　ください。o交流出力を屋内配線に接続しないでください。o保管用カバーなどをかけるときは、本機が冷えてから行ってくださ　いo　　ロ　　　　　　　　　　ヤ　い　の．しオ、　さ　す　止や。　だ　ま　停ジす　く　い　を一ま　で　て　ンゲし　い　つ　ジル出　な　な　ンイき　け　に　エオ吹　開　温　ずにが　を．高必中ル　プ　が　　、転イ　　ツ　一　は運オ　　ヤ　ラ　き◎の　キ　フ　とい温　　一　マ　うさ高　タ　や　行だ、　　｝　ン　をくと　エ　ジ　換てる　ジ。ン◎交つけ　ラすエい・行開　　、ま、さ検らを　はしはだ点かプ　後出後くのてツ　直き直でルえヤ　止吹止いイ冷キ　停が停なオがラ　や気やれンンィ　中蒸中触ジジフど転水転、ンンルけ運熱運でエエイやO　O　O■■臆▲り上げるときは、必ず吊り金具を使用してください。金具で吊り上げないでください。本機が落下するおそれが動しないよう、水平で安定した場所に設置してください。を始動するときは、必ず使用機器のスイッチを切り、ブレ『OFF』にしてください。本機を移動させないでください。備を行うときは、必ずエンジンを停止してください。り、部品をはずしたままで運転しないでください。　吊掛す移ンをに整た　をプまがジ一中・し　機一り機ンカ転検造が本ロあ本工『運点改けOO　OO　OOO口■臆▲2■警告・表示ラベル貼付位置　　警告および、表示ラベルが見えにくくなったり破損したときは、新しいラベ　　ルを指定場所に貼りかえてください。ラベルの注文は（）内の番号で注文鳴　　してください。　　�@安全上の注意事項（品番19402−00125）　　　　　　　　置毒　　　　　　所位子中　　　　　　箇木端ス　　　　　　げ枕地ガ　　　どどp上用接気電ががけけ災り積箱排感けけやや火吊段外�A�B�C�D�E�F�G�H�I�J））））））））））13028492312222121111111111111100000000000000000000一一一一二一二一2222222111000AUOAUOハ∪∩VO44444444449999999999111｛』11111薯上番番番番番番番番番番品品品品品品品品品品（（．（（（（（（（（�I1　　　　　�C1、／F　　　　　�B�J�D�F32．仕様2−1．諸元項　　　　　目単位DG1250MH　　　　DG1500MH発　　　電　　・機発　電　方　式一回転界磁型ブラシレス式3相同期発電方式容　　　　　量kVA100　1125125　1150kW80　1100100　1120定　格　電　圧V200／4001220／440200／4001220／440定　格　電　流A289／1441328／164361／1801394／197定格周波数Hz50／60定格回転数rpm1500／1800　　　　　一回　路　方　式一3相4線式（単相コンセント付）力　　　　　率％80絶　縁　階　級『F種励　磁　方　式一自励式（ブラシレス）極　　　　　数『4極エ　　　ン　　　ジ　　　ン名　・　　　称一立形水冷4サイクルディーゼル機関型　　　　　式日野自動車工業株式会社HO7C−TDM10C−TBシリンダ数一内径×行程皿皿6−110×1186−127×130連続定格出力PS133　1157170　1190回　　転　　数rpm1500／1800総行程容積26．728　　　　　　　　　　　　9．88燃　焼1方　式一直接噴射式冷　却　方　式一ラジエーター水冷式潤　滑　方　式一強制潤滑式始　動　方　式一電気始動使　用　燃　料一軽油・A重油使用潤滑油｝CD級燃料タンク容量2250潤滑油量全　　量226．528．5下　　限16．518．5冷　却　水　量227．633．9セルモータ容量V−kW24V−5．5kW24V−7kW　・オルタネータ容量V−A24V−20Aバッテリ容量V−AH115F51×2外形寸法寸　　法全　　長m皿30803190全”幅皿皿10801130全　　高皿皿15001500乾　燥　重　量kg22102450全装備重量kg2490274042−2．周囲条件　　本機は下記の周囲条件下で使用してください。これらの条件が満たせない　　場合は、故障や出力不足・耐久性の低下などのおそれがあります。■周囲温度■相対湿度■標高一15℃〜40℃80％以下300m以下（気圧733皿mHg以上）3．用途o水中ポンプなどの土木機械の電源O照明機器の電源O電動工具や家電機器の電源4．各部の名称4−1．外観および各部の名称一ノ＼　　＼　』排気出ロ！　　　　　　　　　　　　　、怒　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、日一（」補水ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　−＼　　　　　　　　　　　　　ノイグ＼＼　　／ノ　　　　＼　　　＼＼＼、燃料油給油ロ．て出力端子匿二二二　　彊〔［〕　o口口〕0　　『　　田E巳一四田　1燃料油液面計＿田日ヨ　　　　日ヨ　　　　　　E日　　　　E日田　　　　E日　　　　　　E…ヨ　　　　日ヨ、←燃料ドレン消音器　　　　　　ラジエータ　　　　　　潤滑油ドレンミスト出口エアークリーナー◎1　ディーゼルエン　　　MIOC−6発電機盤マ⊂＝コoOoo　　　ooooo800田1ロロ　　　ロ＝：＠oσ◎発電機燃料勺ンウ　250L1「「◎　　　　　　　　　　　　　　0一0　　　　　　　　　　　　　←バツデリー匿二二二二園『］・田田｝一田田ヨヨ　　l　lE…ヨ＿日ヨ54−2．制御盤の各部の名称�@�B　�CP�G　�H　�I　�J　�K　�L　�M【）◎　　　／○＼�N�O�P�Q�R�S�S�S�S�S�S、、一一旧8脚一　　、　　953目昌3◎　　　8　　　　一・3馨皆リ　ノ￥　、　　“　」口鱒｝1’、、一　86■騨　　　　　　　　　　　　　扁騎ξ　　　　　　一パ」閥8騨■■D　　　　　　　　　　　嗣9●噺も量需ノ、8パネルライト用　スイッも、●■ブ　レ　ー　カ　ー冒一、三目　ブ　レ　ー　カ　ー一一、65．装備5−1．モニター表示灯團囮亘圓圏画冷却水温　　エンジン油圧　バッテ1ノ充電　エアフィルタ　パッテリ液量　　　燃料WAπR�oP　FOl【ヤ貸ESS　CH舳E　AIRヤll�o8AπωWt臓しR凪工EVELイし　置ジ　モ　もすさフ備位ン　、に止だ一装のエと置停くアを　』、　る　位動てエプ　転し　す　の自し『ン　運灯　生　』にを』ラ『点発止次認電一　らが　が◎停、確充タ　かプ　常す『ての一二　』ン　異まをし所リモ　止ラ　にしチそ箇テの　停の　か止ッ。常ツ』　『』。れ停イい異バ料を電すず動スさ、『燃チ充まい自一だて』『　ツ一し』がタく見圧』　イリ灯圧ン一てを油量　ステ消油ジタせ態ン液　一ツがンンスさ状ジ一　タバプジエん動灯ンリ　一『ンンらた始点エテ　タ』ラエがつ再の『ツ　ス圧の『ないをプ』バ　　、油て』し、ンン温『　ばンベ温灯はジラ水』　れジす水点合ン一却り　あンと却が場エタ冷ま　でエる冷プた、二『詰。常『す『ンしらモ、目す正と動、ラ止かのは一まがる始中一停てき機タい機すを転タ動しと。本ルて本にン運二自どるい（1）冷却水温モニターランプ（水温上昇）　　ル　　ベ　　や　　ン　　ア。　　フす　　却ま　　冷り　　。あ　　いが　　され　　だそ　　くお　　でる　　いれ　　なま　　け込　　開き　　を巻　　扉に　　検部　　点転　　、回　　はの　　中どが転なけ運ト　：○鹸◆　く　　　　ぺ　で　で　い　の　な　す　け　ま　開い　を　て　ロ　フ　っ．　　ツ　な　　ヤ　に　キ　温　　一。高　タすが　　一まン　エしジ　ジ出ン　ラきエ　　、吹、。　・まくま、　ζ・刀さL・　後気後さ　直蒸直だ　止水止く　停熱停で　や。やいど中い中なけ転さ転れや運だ運触・躍○　　○意注▲圓轟運転中に冷却水の温度が10r21℃以上に上昇すると、冷却水温モニターランプが点灯してエンジンが自動停止します。そのときは、サブタンクの水量を点検し、不足している場合はサブタンクに水を補給してください。　（『8−2、冷却水の点検』参照）規定量ある場合は、ファンベルトの緩みあるいは冷却系統の冷却水漏れも考えられますので、エンジンが冷えてから点検を行ってください。く注意〉　　○冷却水量が少なすぎると水温を検知しませんので、ラジエーダーと　　サブタンク内の水量を始業前に必ず点検してください。（2）エンジン油圧モニターランプ（油圧低下）　　ル　　ベ　　や　　ン　　ア。　　フす　　却ま　　冷り　　。あ　　いが　　され　　だそ　　くお　　でる　　いれ　　なま　　け込　　開き　　を巻　　扉に　　検部　　点転　　、回　　はの　”中どが転なけ運ト　＝○鰍◆7　　、をオイ　で　ンにオ　の　ジ中の、す　ン転温　壕エ運高　　　ず。、　烈必いと勧は慌　に　きく開　温　とてを　高うつプ　が　行行ツ　ン　をらヤ　ジ　換かキ　ン　交てラ　エ　・えイ　　、。検冷フ　はい点がル。　後さのンイす　直だルジオま　止くインやし　停でオエジ出　やいン、一きど中なジしゲ吹け転れン止ルがや運触工停イル＝○　　○臆▲運転中にエンジンオイルの圧力が0．5kg／面以下に下がると、油圧モニターランプが点灯してエンジンが自動停止します。そのときは、エンジンオイルの量を点検し｛ヱンジンオイルを上限レベルまで給油してください。エンジン油圧001臼RESS　く注意＞　　　o油圧モニターは、オイルの劣化を検知することはできません。　　　エンジンオイルは定期的に交換してください。　（『8−1．エンジ　　　　ンオイルの点検』参照）（3）バッテリー充電モニターランプ（チャージランプ）バッテワ充電　C臼’儒E　く涯意＞　　　○バッテリー充電モニターは、バッテリーの劣化やバッテリー液の不　　　足を検知することはできません6　　　　（『8−6．バッテリーの点検』参照）（4）エアーフィルターモニターランプ（フィルター目詰まり）　　ル　　ベ　　や　　ン　　アo　　フす　　却ま　　冷り　　。あ　　いが　　され　　だそ　　くお　　でる　　いれ　　なま　　け込　　開き　　を巻　　扉に　　検部　　点転　　、回　　はの　　中どが転なけ運ト　：○鰍◆　ヤ　で　の　す　ま　い　て　つ　な　に　温　高　が　ン　ジ　ン　エ　ヤ　　の　はい　後さ　直だ　止く　停で　やいど中なけ転れや運触：○▲注、意一　エア　　一エ　タと　ルる一　イす　フり　　一ま　ア。詰　工い目。、さがすしだトま止くンし停てメ灯をつレ点ン行〉エがジを照一プン換参タンエ交』ルラには備イ一ちた整フタだま・一二た掃検アモ、清点工一らの。、タたト憩中ルしン『転イ灯メ（運フ点レ園瀦84（5）バッテリー液量モニターランプベッテリー液量モニターランプ（バッテリー液面低下）▲注意＝目や皮膚の障害　　　　○バッテリー液には希硫酸が含まれていますので、目・皮膚・　　　　衣服などに付着させないでください。　　　　付着したときはすぐに多量の水で洗い流し、特に目に入った　　　　　ときは必ず医師の診断を受けてください。▲注意歌災　　　　○バッテリーは引火性ガスを発生しますので、付近でスパーク　　　　　させたり火気を近づけないでください6　バッテリー液が少なくなってくるとバッテリー液量モニターラ　ンプが点灯します。　　　　　　　　　　　　　　　　　一　点灯したら、すみやかに蒸留水を補給してください。　　　　（r8−6．バッテリーの点検』参照）モニターランプパッテリ液量BATT’一mW庄V乱（6）燃料不足　行で　燃さ　をい。、だ　油ないたく　給けさまて　のづだ。し　料近くい理　燃をてさ修　　。気つだず　す火行く必　まにらて、　い対かつず　て絶て取せ　し、えき用　用し冷ふ使　使止がずに　を停ン必対．　油をジ、絶　軽ンンは、　てジエきは　しン、と合　’とエたた場　料ずましる　燃必◎ぼあ　　、はいこが　はきさをれ災機とだ料も。火本うく燃料い＝○　　　○意注▲燃料がタンク容量の約％以下になると燃料不足モニターランプが点灯します。点灯したら、すみやかに燃料を補給してください。　　燃料　・冊口五VEL5−2．計器2．計器類エンジン用計器（1）回転計エンジンおよび発電機の回転数を示します。発電機の周波数は、1500rpmのとき50Hzで、　1800rpmのとき60Hzとなります。曲（2）積算時間計（回転計に内蔵）さタし下一動てタ作しスはにず計安ら算目わ積のか、理かば管にれ間態あ時状での止態検停状点・の◎期転置い定運位さ。が』だすン転くまジ運てしン『し示工が意を、チ注間おツで時なイの転。スす運い一ま　HOURMETER9エンジン冷却水の温度を示します。使用条件により異なりますが、運転中は適正温度域（グリーンゾーン）を示しているのが正常です。型式アイドリングDG1250MH800rpmDG1500MH950rpm（3）水温計　く注意》　　　o水温計の値が基準値を越えている　　　　場合は、負荷を切りアイドリング　　　　状態で冷機運転を行ない水温が下　　　　がるのを待ってください。（4）油圧言十エンジン潤滑系統の油圧を示します。使用条件により異なりますが、運転中は適正油圧域（グリーンゾーン）を示しているのが正常です。ただし、寒冷時でエンジン始動直後はそれ以上になることがあります。正常圧力になるまで暖機運転をしてください。（5）燃料ゲージ電気式の燃料ゲージです。（6）充電電流計発電機用計器（1）電圧計発電機の出力電圧（線間電圧）を示します。10（2）電流計発電機の出力電流（相電流）を示します。（3）周波数計電源の周波数を示します。（1）予熱表示灯スタータースイッチを予熱の位置にすると約25秒で赤熱し、予熱の完了を示します。�Q（2）発電表示灯（制御盤の表示灯）エンジン運転時、発電していることを示します。（3）通電表示灯（三相出力端子板の表示灯）エンジン運転時、三相ブレーカーが『O　N』の状態で点灯し三相出力端子に電圧が掛かっていることを示します。単相出力端子とコンセントには、通電表示灯はありません。通電表示◎（亟Do◆危険＝感電　　　　o表示灯が消灯していても、単相ブレーカーが『O　N』の状態　　　　では単相出力端子およびコンセントヘは電圧が掛かっている　　　　ので注意してください。11スイッチジンを停止し、すべての電源が切れる位置です。また、位置で『キー』の抜き差しができます。を行う位置です。意）oエンジンを停止したままでこの位置で放置しないで　ください。バッテリーがあがります。ジンを始動させる位置です。　『キー』から手を離すと的に『運転』位置に戻ります。時の始動性を良くするためにグロープラグを加熱するです。チチ止ンの転転注ツ停工こ運運くイ�@　　�Aス一桝無◎）1（動ン動熱冷置ツ始工自予寒位イ�B　　�C（2）パネルライトスrパネルライト』を点灯するスイッチです。スタータースイッチの『運転』位置で点灯できます。（3）非常停止ボタンエンジンを緊急停止させたいときに使用します。エンジンが停止するまで押し続けてください。　く注意：＞　　　○エンジンを停止させた後は、必ずスタータースイッチをr停止』の　　　　位置に戻してください。（4）ブレーカー負荷側に送電するためのスイッチで『O　N』にすると出力端子に電圧が掛かります。負荷側の短絡や過負荷使用、また漏電発生時に遮断して負荷側への送電を停止させます。蜘く注意）　　o負荷の運転・停止を、このブレーカーの操作で行わないでください。12（5）電圧切替スイッチスイッチを切り替えることにより、切り替えた線間（R−S・S−T・T−R）・の電圧が電圧計に表示されます。（6）電流切替スイッチスイッチを切り替えることにより、切り替えた相（R・ST）の電流が電流計に表示されます。電圧調整器、調速ハンドル（1）電圧調整器発電機の出力電圧を調整するダイヤルです。ダイヤルを時計方向に回すと電圧が上がり、反対方向に回すと下がります。　、、（2）調速ハンドルエンジン回転を調整するハンドルです。ハンドルを時計方向に回すと回転数が上がり、反対方向に回すと下がります。運転中はハンドルを固定ナットで固定してから使用してください。固定ナットを時計方向に回すと固定できます。言周速ハンド辺レ　　ノ　　　＼・�R＼　　　　固定ナット（3）漏電警報灯負荷側の漏電を検知し、ブレーカーを遮断させます。　（『7−3．漏電遮断装置と接地の方法』参照）136．運搬・据え付け6−1．運搬の方法1．運搬の方法◆危険＝けが　　　　o本機を吊り上げるときは、必ず吊り金具を使用してくださ　　　　　いo　　　　Oロープ掛金具で吊り上げないでください。本機が落下する　　　　　おそれがあります。吊り金具ロ夢ダ陶、（1）吊り上げ方法　吊り金具を使用して吊り上げてくださ　いo（2）運搬プ固一と口りのか右つ左し、　　、　　Oま十ノ、るるしき掛さとをだ　ロるフくす一て搬ロつ運に行を具て機金し本掛定ローブ掛金具團　　　　　�@危険　　．，h．、．　　　　　　　け　がこO窪昌協■芝專例望AでTの℃．昌りゐげ壁いでく躍ξい．z下τるど壱Aがあ』’二7．葛　◎δ彫〔コ　く注意〉　　　○本機の吊り上げ・吊り降ろし、また運搬の際は丁寧に取り扱ってく　　　　ださい。乱暴に取り扱うと本機の損傷、故障の原因となります。．6−2．据え付けの方法◆危険，排勧ス中毒　　　　○エンジンの排気ガス中には、人体に有害な成分が含まれてい　　　　ますので、室内・トンネルなどの換気の悪い所では運転しな　　　　　いでください。▲注意＝排気ガス中毒　　　○排気を通行人や建物などに向けないでください。14の障害物から1m以上離し、水平な場所で運ロガスなどは高温となるため、引火性のある物料など）や燃えやすい物は、本機に近づけな　どい気塗。　なさ排・い　壁だやスさ　　、く一ガだ　はてラ・く災機しフ料で火本転マ燃い・・O　O（臆▲■本機は、固い平坦な地盤に水平に設置してください。■制御盤扉・左右点検扉は、内部の点検整備が行えるように、壁などの障　害物から1m以上離して設置してください。く注意）　　O本機は、固い平坦な地盤に水平に設置して使用することを前提にし　　　て作られています。従って、それ以外の設置方法での使用は故障の　　　原因となりますので注意してください。　　Oラジエーターの排風口、マフラーの排気口の方向に障害物を置かな　　　いでください。エンジンの出力低下・オーバーヒート・電装部品の　　　故障の原因になります。　　Oほこりや塩分の多い場所での使用は、ラジエーターの目詰まりによ　　　るオーバーヒートや故障・電装部品の絶縁低下の原因になりますの　　　で、十分に保守・点検を行ってください。7．負荷の接続7−1．負荷ケーブルの選定　　ケーブルに使用できる許容電流と、本機から使用機器までの距離を考慮し、　十分な太さのケーブルを使用してください。▲注意＝物的損害　　　　o負荷電流がケーブルの許容電流を越えると発熱によりケーブ　　　　　ルが焼損することがあります。　　　　Oケーブルが長すぎたり、細すぎたりするとケーブル闇での電　　　　　圧降下が大きくなり、使用機器への入力電圧が下がり性能低　　　　　下や作動不良、また故障の原因になります。く注意）　　Oケーブル間での電圧降下が、定格電圧の5％以内となるように太さ　　　と長さを選定してください。■負荷ケーブルの電圧降下を求める簡略式　o耳相三線式φ場合　　　　　　　　　　　1　長さ（m）　　　　電圧降下（V）＝一×　　　　　×電流（A）×司「3　　　　　　　　　　　58　太さ（mm2）　O単相二線式の場合　　　　　　　　　　　1　長さ（m）　　　　電圧降下（V〉＝一×　　　　　×電流（人）×2　　　　　　　　　　　58　太さ（mm2）15■負荷ケーブルの選定表（例）使用電圧が220Vで、電圧降下を11Vとしたとき。三相三線式　キャブタイヤケーブル単芯の場合（単位：mm2）　長さ電流50m　以下75m100m125m150m200m50A814142230　　マー30100A142230385060200A305060’80100125300A5080100125125200400A60100125150200250（例）使用電圧が100Vで、電圧降下を5Vとしたとき。単相二線式　キャブタイヤケーブル単芯の場合（単位：mm2）　長さ電流50m　以下75m100m10A5．55．5820A8142230A14222250A223030100A305060167−2．負荷ケーブルの接続方法　ず、は　必し一　　、止キ　は停、　しを間　ずンの　はジそ　りン◎　取工い　　・　、さ　けしだ　付にく　り』て◎　取Fつい　　のF行さ　　ルOらだ　ブ『かく　　一をてて　　ケ一いし　荷力抜管　負一を保　　のレ一が　　ヘブキ人　子のンる　端てジす電力ベン業感出す工作　＝O鰍◆▲注意＝火災　　　O交流出力を屋内配線に接続しないでください。く注意）　　o負荷の接続は本機出力の1／3が各相（R・S・T）に均等に掛かるように接　　　続してください。なお、各相のバラツキは15％以内にしてください。　　　過負荷となり発電機焼損のおそれがあります。　　〇三相・単相出力を同時に使用する場合は、各相に流れる電流が本機　　　の定格電流以下となるようにしてください。　　〇三相出力を使用する場合は、単相出力が低下しますので注意してく　　　ださい。　　o単相出力端子とコンセントはR相及びS相を使用しています。（1）三相出力端子　■三相負荷の場合　O端子電圧は200V／220V［400V／440V］（50Hz／60Hz）です。0　0Tへ○SORヂO　荷昌負■単相負荷の場合O端子電圧は115V／127V［231V／254V］（50Hz／60Hz）です。O　OTへOSORだ○）轟）幽）崩17■単相負荷の場合O端子電圧は200V／220V［400V／440V］（50Hz／60Hz）です。O　OTへ○．Q》R〕轟〕幽〕幽（2）単相出力端子　■出力端子およびコンセント　o端子電圧は100V／110V（50Hz／60Hz）です。　〇三相出力を使用しない場合、各端子およびコンセントで使用できる電力　　は下記の通りです。�@i↓�@i↓R2　S2RI　S11．5kVA　　1。5kVA一〇kVA　　　　一　　　10kVA　　1合計10kVA以内　　　　　　　合計10kVA以内※総合計20kVA以下で使用してください。7−3。漏電遮断装置と接地の方法　　　　　　　　　ロ　エれ漏す機接工遮い、電地ず、ま用用地電さ感接いれり使断接漏だ　　　　　O　　OO事は、必ず指示するすべての箇所に行ってください。か1っでも接地しなかった場合、人体を漏電電流が流電遮断装置を装備していないときより危険な状態となロ器の漏電遮断装置を設置した場合でも、本機の漏電遮地端子と外箱接地端子は必ず接地してください。事は、必ずエンジンを停止して行ってください。断装置が作動したときは、必ず漏電箇所を修理してく◇危険＝　　　　O本機は、感電事故防止のため漏電リレーより信号を受けてブレーカーを遮断させる漏電遮断装置を装備しています。使用機器の絶縁不良などにより漏電が発生したとき、すみやかに電路を遮断します。漏電リレーの仕様は次の通りです。　o定格感度電流　　30mA以下（接地抵抗500Ω以下）　O作動時間　　　　0．1秒以内　　　　　　　　　　　　　　18　　　　　　　　　　〜灘醐◎しが�`賠雑望璽蹴灘難驚　“難繋霧恩鞭翻頒　感との感し以電L　の要すたと畝度15》他必まま用30感の意o注く本機の外箱接地端子漏電遮断用接地端子，　　再も1P層　O州o　　、勘訓（1）接地工事　電気工事士等の資格者が、つぎの3箇曹言旛騨謬難寺製讐博抗　　O本機の漏電遮断用接地端子　　8魏雛騰幾鎭箱　く注意〉　　　o使用機器に接地工事が行えない　　　　場合は、お求めの販売店か弊社　　　　営業所にご相談ください。（2）作動確認　　力確な　　一をり　　レと取　ブこを　　のる絡　側い連　荷てく　負つ良　ずなと◎　必に者い　　、』業さ　はF作だ　きFのく　と0側て　る『荷つ　すが負行　　にチ、を　　』ツた作　Nイま操　0ス。の　『のい一　を器さカが一機だ一け力用くレ　・一使てブ電レやしら感ブ一認が　＝O険危◆には、必ず作動確認を行ってください。負荷側のブレーカー、使用機器のスイッチが『O　F　F』になっていることを確認します。　　　　　　　　　＿，。、　＝＿，．＿｛＿、三相ブレ・一カー　　　　　　　　ブレーカー1臨撫がを一とカこ一るレいブて相つ単な・に◎相』す三FまのFし機0認本『確『9−1．始動・運転準備』に従ってエンジンを始動します。三相・単相ブレーカーを『O　N』にします。器バ報レ）警の◎電一す漏力で　、一常きレ正とブばの相れこ単す（・動　。相移す三にま、置しし位押灯聞を点中チがの　ツ）』イ灯Fス報Fーン警0タ電『ボ漏と押相』ト単Nス・Oテ相『電三が漏の一ε＞樗雌ぎト繋蓑矯禦縮ε甑｝　　　三相・単相ブレーカーのレバーを『O　F　F』の位置まで押し下げま　　　す。鵬難確難望離観繍欝辱斐讐と∫います億お求19断装置が作動した場合断装置が作動したときは、漏電警報灯が点灯し、三相または単相ブーのレバーが『O　N』と『O　F　F』の中間位置になります。きは、漏電箇所を修理してから、つぎの手順で復帰してください。表示灯が点灯していないときは、電流の取りすぎです。）リセットボタンを押すか、エンジンを停止します。繋♂�Fン浄繋空は漏電ブレーかのレバ幅を『OFF』の位置まで押し下以上の操作で、再びブレーカーを『ON』にできる状態となります。8．始業前点検　　らだ　　かく　　てて　　いし　抜管　を保　　一が　　キ人　　ンる　　ジす　　ン業　　工作　　、は　　し一　止キ　停、　を間　　ンの　　ジそ　　ン。　　エい　ずさが必だ　寸’まく　ビ　る　・時て◎電検つい感点行さ　＝O鰍◆▲注意＝火災・やけど　　　O点検時は必ずエンジンを停止し、絶対に火気を近づけないで　　　　ください。また、エンジンが冷えてから行ってください。▲注意＝火災　　　O燃料やオイルをこぼしたときは、必ずふき取ってください。オイルフィラオイル1ゲージ一§『）　◎）バ誰謎ノ・旦」．−◎　りジンオイルの点検のエンジン取扱説明書もあわせ読みください。の点検は、本機を水平にし、オジをいっぱいに差し込んで確認さい◎はオイルを上限レベルまでオイから給油しておいてください。機が傾いた状態では、オイル量正確に確認することができませジ一ゲールイオ　　．下限レベル　上限レペル　ー、　　　　　　　　　　　　／　冨　　×入れすぎU∀×足　　　不　　　　ま口國暫○適破しを意ン注ジでンのエすはまぎり過あれが。入といのこさルるだ。イすくン冊お量一だにラ）本をんオ損て工別てルゲく前イ意O■※　イルて業フ注ー　　オイし始ルく閣8O■エンジンォイルの選定、オイルは外気温度に応じて適正な粘度　（表を参照）のディーゼル用エンジン　オイルを使用してください。く注意＞　　Oオイルの品質は、次のものを使用　　　してください。20型式エンジン区分使用するオイルの品質（API分類）DG1250MHターボ付きCD級DG1500MHターボ付きCD級　　　　SAE40一「蹴。粘度と気温との瞥SAE2・・2・W　　　k＿＿SAE10W5髪礁　　　　　　　　　　　　　　SAE　10W−30　　　　　　　　　　　　　　　　SAE　15W−40・20W−408−2．冷却水の点検　　　※別冊のエンジン取扱説明書もあわせてお読みください。　　らだ　　かく　　てて　　いし　　抜管　　を保　　一が　　キ人　　ンる　　ジす　　ン業　　工作　　、は　　し一　　止キ　　停、　　を間　　ンの　　ジそ　　ン。　　エい　　ずさ　　必だ　　はく　　時て◎が検ついけ点行さ　＝O鰍◆▲注意＝やけど　　　O運転中や停止直後は、ラジエーターキャップを開けないでく　　　　ださい。熱水蒸気が吹き出します。　　　O運転中や停止直後は、エンジンが高温になっていますので、　　　　触れないでください。ラジエーターとサブタンクの冷却水量を点検し、不足しているときは給水してください。ラジエーターキャッブノ’　　／『炉一〆FF〜給水ロ趨＼’（1）ラジエーターの点検・給水ラジエーターキャップをはずします。冷却水を給水口の口元いっぱいまで入れます。ラジエーターキャップを締め付けます。21些1（2）サブタンクの点検・給水　　　　サブタンク内の冷却水が『F　U　　　　L　L』と『L　OW』レベルの範　　　　囲にあるか点検します。　　　　不足しているときは冷却水を『　　　　F　U　L　L』まで入れます。水などの水質の良　　　　　　　一ワリ　　　　用してください。　　　　　　　　　　　　　がある場合は、ローラント（LLC）　　　　　　　LO騨ださい。　（工場出　　　　　　　　　　　　　　1率30％のLLC　　　　　　　　　　・一ます。）も同混合率のL　L　Cを使用してください。率は、外気温度に応じて30’一45％の範囲で使用しまたは400時間で交換してください。混合率の目安　道使れクく合いに合。年　水をそフて混てク混い2　は水おイし、しンのさは　水軟のラ用は用夕CだC　却な結グ使時使ブLくL）冷好凍ンを荷をサLてL意O　O　　　　OO　O注く外気温度一15℃一20℃一30℃混合率30％35％45％8−3．ファンベルトの点検　　　※別冊のエンジン取扱説明書もあわせてお読みください。時は必ずエンジンを停止し、エンジンキーを抜いてからてください。その間、キーは作業する人が保管してくだロ中は、点検扉を開けないでください。冷却ファンやベルどの回転部に巻き込まれるおそれがあります。◆危険，　　　　Oが検つい転なけ点行さ運ト　　　　O　　ヤ　で　の　す　壕　烈　恥　に　温　高　が　ン　ジ　ン　エ　よ�`　るし　後さ　直だ　止く　停で　ンいどジなけンれやエ触＝O臆▲　　　　　　一の．働　　　　　　o　　　嘔　　　　　　．　　　●　　　　　　6　　　●　　　　　　●　　　　●　　　　　　6　　　　●　　　　　　o　　　　　■　　　　　ヨ　　　　　　　びりりり　　　　　　　　しoヒ3く　、、　、　　’一9’閣鱒�E1：で））ん》嘉：1（1）ファンベルトの張り　ファンプーリーとオルタネータプーリー　の中闇を指で押し（約10kg）『たわみ量』’　が10・一15mm以内なら適正です。（2）ファンベルトの状態　ベルトに損傷がないか点検し、、損傷があ　る場合は交換してください。　く注意）　　　Oベルトの調整および交換は、別冊　　　　のエンジン取扱説明書に従ってく　　　　ださい。228−4．燃料の点検▲注誹火災　　　o燃料をこぼしたときは、必ずふき取ってください。タンクキ，ヤツブ／ツ棚／／ヤノノヨ　しノレノね　エのゐウ　　　　　　　ヲー5℃まで）を使用してく　燃料コシ網ロは、ディーゼル用J　I　S3　給油ロ（一15℃まで）やJIS弩難辞5℃まで）を使＼’に装着してある燃料コシ網使用してください。、満タンより控え目に給油してください。そ分入っているか点検し、不足しきは給油してください。料は、ディーゼル用J　I　S2号油（一5℃まで）を使用してくは（い時油号て口ずは料油さ冷軽3し油必料がる意o料い注燃てく十と）燃軽だ寒号特用給を燃　　　　　　O　　　　　O　　O（1）水分離器の点検水抜きレベルドレンブラグ！　　　　　　　　　　　　　　い　　　　フロートが水抜きレベルまで、浮　　　　上しているか点検します。　　　　浮上していたら、ドレンプラグを　　　　緩め、水を排出して下さい◎　　8−5．燃料・オイル・冷却水もれの点検▲注鄭火災　　　　○燃料やオイルのもれがある場合は、絶対に使用せず修理して　　　　　ください。　燃料配管接続部などからの燃料もれ、およびオイルや冷却水のもれがない　　かどうか、点検扉を開けて点検してください。8−6．バッテリーの点検▲注意＝目や皮膚の障害　　　　oバッテリー液には希硫酸が含まれていますので、目・皮膚・　　　　衣服などに付着させないでください。　　　　　付着したときはすぐに多量の水で洗い流し、特に目に入った　　　　　ときは必ず医師の診断を受けてください。▲注藤火災　　　　oバッテリーは引火性ガスを発生しますので、付近でスパーク　　　　　させたり火気を近づけないでください。23＼端子　　　　　　　（、gQQ9．物、、　　　　液面高さを点検し、下限レベルに　　　　近いときは蒸留水を上限レベルま　　　　で補給します。　　　　端子のゆるみを点検し、ゆるんで　　　　いるときは増し締めしてください。ッテリー液の比重が1。23以下のときは充電が必要ですので、求めの販売店か弊社営業所に申し付けてください。）バお意o注く9．運転方法9−1．始動・運転準備◆危険，排気ガス中毒　　　　Oエンジンの排気ガス中には、人体に有害な成分が含まれてい　　　　　ますので、室内・トンネルなどの換気の悪い所では運転しな　　　　　いでください。▲注意＝排気ガス中毒　　　　o排気を通行人や建物などに向けないでください。▲注意＝火災　　　　oマフラーや排気ガスなどは高温となるため、引火性のある物　　　　　（燃料・ガス・塗料など）や燃えやすい物は、本機に近づけ　　　　ないでください◎　　　　o本機は、壁などの障害物から1m以上離し、水平な場所に設　　　　置してください。▲注意＝けが　　　　o本機が移動しないよう、水平で安定した場所に設置してくだ　　　　　さい◎　　　　O始動前に、必ず使用機器のスイッチを切り、ブレーカーを『　　　　　OFF』にしてください。予熱表示灯　・ス外タいスイッチ　三プレいか　　o◎o◎　�@畠麟日目陣調速ハン跡　　　電圧調整器　単相プレいカー　　　　本機制御盤の三相、および単相ブ　　　　レーカーを『O　F　F』にします。　　　　調速ハンドルを左にいっぱい回し　　　　ます。　　ロのすツが』まイ灯動しス示始動一表。『始タ熱すをを一予まチンタ、し　ツジスし動インはに始スエ時』ら、一、冷熱かタし寒予て　一に、『しタ置おを熱ス位なチ赤24　　隔　　間　◎作　い操　さ上　だ以　く秒　で0　い3　な、　さは　わき　まと　てす　し返　続り　連繰　上を　以作　秒操　0の　ーチ◎　、ツい　はイさ　一スだ　タ一く　一タて　モ一け　ルタあ）セスを意oo注くエンジンが始動したら、スタータースイッチから手を離します。約5分間、暖機運転をします。調速ハンドルを回し、無負荷回転数にあわせます。無負荷回転数50Hz　運転約1575rpm　　（52．5Hz）60Hz　運転約1890rpm　　（63．OHz）く注意）　　o無負荷時に上記の回転数にあわせると、定格負荷時に50H　zある　　　いは60H　zになります。7し調速ハンドルを固定ナットで固定します。電圧調整ダイヤルで使用する電圧にあわせます。�F母　力確な　　一をり　　レと取　ブこを　　のる絡　側い連　荷てく　負つ良　ずなと。　必に者い、　　、』業さ　はF作だ　きFのく　と0側て　る『荷つ　すが負行　　にチ、を　　』ツた作　Nイま操　0ス◎の　『のい一　を器さカが一機だ一け力用くレ　・轍使てブ電レやしら感ブ一認が　：O険危◆　　　　　　　　　　ド　　　　ブレーカーを『O　N』にすることで送電状態になります。9−2．運転中の取り扱い　　（1）始動後の点検　　　　o計器類や表示灯が正常な状態か確認してください。　　　　　　（『5．装備』参照）　　　　o異常振動や異常音がしないか確認してください。　　　　O排気ガスの色が正常か確認してください。　　　　正常な状態では無色か、わずかに青色の排気ガスが出ます。　　　　＜注意＞　　　　　o異常がある場合は、本機をそのまま使用せずに、お買い求めの販売　　　　　店か、弊社営業所に修理を申し付けてください。　　（2）運転中の調整　　　　o負荷運転中、回転計・周波数計・電圧計を確認しながら、調速ハンド　　　　　ル・電圧調整ダイヤルで回転数と電圧を微調整してください。25■燃料切れで停止したときの燃料系統のエアー抜き　※別冊のエンジン取扱説明書もあわせてお読みください。▲注歳火災　　　O排出された燃料は、必ずふき取ってください。燃料を給油します。スタータを『運転』の位置にします。約10秒でエア抜きが完了します。9�F止負荷側のスイッチとブレーカーを『O　F　F』にします。本機制御盤の三相、および単相ブレーカーを『O　F　F』にします。調速ハンドルの固定ナットを緩めます。調速ハンドルを回しアイドリングにします。約3分間、冷機運転をします。スタータースイッチをr停止』にします。9−41．保護機能　本機は運転中に異常が発生すると自動停止する機能と、異常箇所を警告灯　で知らせる機能を装備しています。　　エンジンが自動停止したとき、また警告灯が点灯したときはエンジンを停　止し、異常箇所の点検を行ってください。　保護機能一覧表動作内容ブレーカーエンジン警告灯Nα遮断自　動点　灯異常時の状態異常内容停止エンジンの冷却水温が高1モ水温上昇一○Oくなったときに作動二（設定値102℃）タ1エンジンオイルの油圧が2ラ油圧低下一○O低下したときに作動ンプ（設定値　0．5kg／c�u）3充電不良一一Oバッテリーに充電ができなくなったときに作動26Nα　　　動作内容異常内容ブレーか遮断エンジン自　動停止警告灯点　灯異常時の状態4モニターランプフィルター目詰まり一一○エア欄フィルターエレメントが目詰まりしたときに作動5バッテリー液面低下一一○バッテリー液が少なくなったときに作動6燃料不足一｝O燃料の残量が少なくなったときに作動7漏電発生O一O漏電発生時に作動8過負荷使用○一一過負荷使用時に作動※表中のO印は作動することを示します。9−5．並列運転　　他の発電機と並列運転をする場合は、次の各項目に順じて運転をして下　　さい◎　　く注意＞　　　　O並列運転は同一機種・同一容量で行ってください。異なった容量機　　　　種及び他社製品との並列運転は故障の原因となります。　　　　o運転前は、すべてのブレーカを必ずO　F　Fにしてください。　以下の説明は両装置をA機（本機）及びB機（他の発電機）と呼びます。A機及びB機の出力端子台の同一記号の端子間を接続します。妙母母母3レ　　運転前は、すべてのブレーカが必ずO　F　Fであることを確認してく　　ださい。｝　　9−1．始動・運転準備の運転順序に従い、両装置を運転します。　　このときブレーカはO　F　Fの状態です。レ　　両装置共互に電圧及び周波数（回転数）を同じ値に調整し、同期スイ　　ッチを並列側に切り替えます。｝　　B機の三相ブレーカーがO　F　Fであることを確認した後、A機の三　　相ブレーカーを投入します。｝　　次にB機の制御盤の同期検定灯の輝きがゆっくり明滅するよう（5　　〜10秒周期）B機の調速ノブを調整し、同期検定灯が消えた瞬間に　　B機の三相ブレーカーを投入して、同期化を完了します。※この時、無負荷ですので発電機の電流は零です。もし、電流計が振れて　いる場合（この電流は横流です）どちらかの発電機の電圧加減器を少し加　減し、零になるよう調整して下さい。27　　　　次に負荷側スイッチを投入します。両装置の電流計指示は、エンジ　　　　ン速度変動率が同一で有れば、同じ値を指示しますが、普通の場合　　　　は全く同じ特性ではありませんから、僅少の不平衡は生じます。　　　　何れかの装置の調速ノブで負荷電流が均等になるよう調整します。　※例えば、A機が100A、B機が50Aの時は、3機の調速ノブを高速　　♂側に廻せば〜B機の電流は増加します。それにっれてA機の電流は減少　　し、同じ値（この場合75A）になるよう調整します。又逆にA機を低　　速側に廻しても、負荷分担は均等となります。　上速転すはン場差い機じ馳調運整後障さ軸同罷電�r2荷負噂用噂だ甫以上のように並列運転を行っている発電機の負荷分担の有効電力は調速ノブの調整即ちエンジンの回転によって決ります。従って並列運転を行なう場合は常時両装置を監視し負荷分担が等しくなる様調整する必要があります。　（電圧加減器の調整は9−5．r駈レで調整後は再調整はほとんど必要有りません。）エンジンの速度変動率の差が大きいと並列運転が安定して行なえない場合があります。又負荷分担の差が大きくなったり、燃料消費量に差が出てきますので速度変動率が調整されたものを使用してください◎A機がすでに負荷運転を行っている場合も9−5．《砂〜《5レと同じ操作で行うことができ、並列投入後の負荷分担の調整も9−5．ゆと同じです。並列運転を行っている場合に電圧を上げたい（下げたい）時は両機の電圧加減器を同じ方向へ同じ量だけ廻して下さい。2台の並列運転の場合は発電機容量の90％以下にて御使用下さい。2台の発電機が並列運転を行っている場合、2台共に100％の負荷であったとするとエンジンガバナーの僅かの差によって一方が過負荷となります。並列運転の場合は単機運転に比べ運転操作にやや熟練を要しますのでできれば負荷が分割できるような場合は各々に負荷を分けて御使用されることをおすすめします。運転途中に燃料切れ等で片側の発電機が停止しないよう注意してください。その場合は、残りの発電機が過負荷となります。圧切替え　　　　　　　　　　　　　　200／220V愈ラン湖替スイリチ機は使用負荷の電圧により低圧　　　　。　　低圧（200／220V）ランブ切替対栃→の400／440V�p◎�o◎幅◎O　　O　　OO　　O　　O　　O高圧（400／440V）9−6．電圧切替え　本発電機は使用負荷の電圧により低圧　　（200／220V）と高圧（400／440V）の切替が　可能です。電圧の切替は以下の要領で　行って下さい。　　　　右前側の点検扉を開けます。　　　　M8のボルト4本を外し、励磁　　　　箱蓋を取り外します。　　　　必要な電圧に応じて、右の通り　　　　タップを切り替えてください。　　　　所定の電圧に、ランプ切替スイ　　　　　ッチも切り替えてください。　　く注意〉　　　　O発電表示灯・同期ランプが切れ　　　　　る恐れがありますので、確実に　　　　　ランプ切替スイッチも切り替え　　　　てください。2810．点検・整備　　　ロ　　てい　　つさ　行だ　、りく　かて　　てし　　い管　抜保　をが　　一人　キる　　ンす　ジ業　　ン作　　工は　　、一　しキ　止、　停間　をの　　ンそがジ◎　けンい　・エさ電ずだ感必く　＝O鰍◆▲注意＝火災・やけど　　　O必ずエンジンを停止し、絶対に火気を近づけないでくださ　　　　い。また、エンジンが冷えてから行ってください。▲注意＝火災　　　o燃料やオイルをこぼしたときは、必ずふき取ってください。本機を常に良好な状態で使用できるよう、次の表にしたがって定期的に点検・整備を行ってください。稼働時間は、積算時間計を目安にしてください。　く注意）　　　O始業前点検以外は、専門技術者が行ってください。　　　Oエンジンの点検・整備は主要点検項目のみ記載しています。詳細な　　　　点検項目については、別冊のエンジン取扱説明書に従ってください。　　　o交換部品は、必ず純正品を使用してください。　　　O表中の●印はお求めの販売店か弊社営業所に申し付けてください。　　　　時間、その他点検項　目点検時期（時間運転毎）備　　考エン闇晶酷輪醐b�@オイル・レベルの点検O30時闇毎月�Aエンジンオイル贔本体�@錨曇●クリアランス●●�A鰯ンダヘッドの増し●雛�@干輪怨滋9点検○贔多�@藩魏炎ン内への水O�A副生レ釣緩餅贔O＆露ス内29　　　　　　時間、その他・点検項　目点検時期（時間運転毎）備　　考エン闇晶齢酷翻蜷�B鮪無魏煮紹○燃　　　料　　　装　　　置�@�b＝勘講プ●ス○�A鯵あ紬内の澱物○�B禺あ蔽物泉筋謡始糟検�C騨熱ルタのエレメO＆�D燃料噴射ノズルの点検●�E噴射タイミングの点検●�F燃料ホースの交換3職冷　却　装　置�@冷却水の点検始糟検�A郵融ベルトの張り○○�B編ン●ボルトの増し●●�C冷却水の交換Oま馨毎�D多虐襟二変あ麺2年毎電気装置�@轡裡多窃鍋工　の点検●響顯�A務轟あ融タネー●発　電　機　側�@雛麹塊点検始糟検�A漏電リレーの動作確認始糟検�B懸遮断用接地抵抗の始糟検�C絶縁抵抗の測定O30（1）エンジンオイルの交換初　回30時間目2回目以降250時間ごと　　　　オイルフィラキャップをはずしま　　　　す。　　　　オイルドレンプラグをはずしてエ　　　　ンジンオイルを抜きます。　　　　オイルドレンプラグを締め付けま　　　　す。　　　　オイルゲージで油面レベルを確認しながら、オイルフィラからオイ　　　　ルを上限レベルまで入れます。か．　：一』』・　　　　オイルフィラキャップを締め付けます。　く注意）　　　oエンジンオイルの種類は、『8−1．エンジンオイルの点検』を参　　　　照してください。オイルフィラキャツプオイルゲージ3》一逼1◎一、　　亀認）鱗o、つ匹　⊃ノ＿一醒．甲5一オイ1レドレンブラグ1マー（2）オイルフィルターの交換初　回30時聞目2回目以降250時間ごと　　　　フル・フロー・フィルター及びバイパス・フィルタの各ドレーン・　　　　プラグ（a）を緩めて排油して下さい。　　　　各々のセンタ・ボルト�汲�外してエレメントを取り出してください。　　　　カバーを洗浄してください。　　　　新品のエレメントを取り外しの逆順で組み付けてください。　　　　エンジンオイルを給油します。　く注意）　　　Oスプリングが紛失しないよう注意して下さい。　　　O　O一リングはエレメント・キットに入っている新品の物と必ず交換　　　　してください。また、取り付けの際、0一リングがねじれて破損し　　　　ないよう注意してください。　　　Oフィルタのみを交換した場合には、エンジン・オイルを約32補給　　　　してください。　　　oエンジンをかけ油漏れがないか確認してください。31『デボ懸緬醤塑む一蕊．ひリング　塾　　◎　　　　　　　　　エレメント1、誌鼎遜卜�Dr　ー■　』捧　炮。�Lシート　　O一・リンク　　0一リング　エレメントーカバー　　　　　　　画　　　　　　　　ヨ　　　　　　　スカング／（3）エアーフィルターエレメントの清掃・交換　運転中、エアーフィルターエレメントが目詰まりするとエアーフィルター　モニターランプが点灯します。　点灯したら、ただちにエンジンを停止し、エアーフィルターエレメントの　清掃または交換を行ってください。　く注意）　　　oエアーフィルター　モニターランプが点灯した時は、交換時期の前　　　でも清掃または交換してください。麟ジ�A／余も　　　　　ダスト・インジケータ　　　，＿，　　　　　シグナル　　　・一ギ　＼、　　　．ノ〃　　　　　エレメント　　　　聯1画，本体魍警鷺・癖ダスト・パン清掃250時間ごと交換1000時間ごとダスト・パンの取り外しは蝶ネジ�@を緩めます。蝶ネジ�Bを緩めてバッフルプレートを外し、ダストパンに溜まったほこりを取り出します。次に蝶ネジ�Aを緩めると、エレメントが外れます。エレメントを清掃または交換し、逆順で組み付けます。母�F母母く注意〉　　oエレメントの破れ、パッキンの破れ、変形がないか確認してから組　　　み付けてください。　　o生乾きのエレメントは使用しないでください。　　　　　　　　　　　　　32　　　　　　　　　、　　ロ　　す　　ま　　け　　付法＞き＞方合吹合掃場ら場清るかるのい側いトて内て。ンしのしいメ着ト着さ、レ付ン付だエがメがく一リレ分てタコエ油しルホをや換イた気ン交フし空ボと一燥縮一品ア乾圧力新工＜　＜■噺r．ガ増1瓢瑠滞二轟「時く解て分してにし》つ掃よ清いをな観ら外入一がタど◎ルないイ、ミさフゴだ、料後燃たとめるるめゆるをゆグをラグプラ。・プすンきま一抜けレア抜ドエがく注意：＞　　o安全のため、地面を汚さないためにも燃料は必ず容器に受け取って　　　ください。〆カバー（4）燃料フィルターの交換水抜き120時間ごと交換500時間ごと◎�F，鵡多壌くンなメ出レがエ◎料めい燃るさ、らゆだかをくグトてラルしプボ出ン一り　一タ取レンをドセト　　　　新品のエレメントを取り外しの逆　　　　順で組み付けてください。　く注意＞　　　Oフィルターの交換が終わったら、　　　　燃料系統の『エアー抜き』を行っ　　　　てください。　（『9−2．運転中　　　　の取り扱い』参照）（5）燃料タンクの水抜きo　憩」ノo燃料ドレンブラグ500時間ごと水抜き燃料ドレンプラグをはずします。水が抜けたら、燃料ドレンプラグを締め付けます。◎母33ラジエ7ターキャッブ誰（6）冷却水の交換2年または500時間ごと交換超�d＿　ノ　3　　1　　−　　　1◎’　　　　　1　　　　　習　　。認　）嵯　　　　　　、　　戯D　g，越　　　　旨　　　1一乙無　　　　の冷却水ドレンブラグ1ラジエーターキャップをはずします。冷却水ドレンプラグをはずし、エンジン側のドレンコックを緩めます。冷却水が抜けたら、冷却水ドレンプラグとエンジン側のドレンコックを締め付けます。、まししず出は排ををド水ン却バ冷定の固内ククンンタタブブ。ササすサブタンクを元通りに取り付け、FUL　Lレベルまで冷却水を入れます。型式冷却水総量DG1250MH約282DG1500MH約342ラジエーターに冷却水を口元いっぱいまでいれます。ラジエーターキャップを締め付けます◎母母母母母母�Fく注意）　　o冷却水はr8−2．冷却水の点検』を参照してください。11．長期保管　　ジす　　ン業　　工作　　、は　　し一　　止キ　　停、　　を間　　ンの　　ジそ　　ン◎　　エい　　ずさ　　必だ　　、く　ーはて◎　　きつい　　と行さ　　うらだ　　なかく　　行てて　　をいしが備抜管け整を保　臆・一が電検キ人感点ンる　：O鰍◆▲注意：火災・やけど　　　O点検r整備を行なうときは、必ずエンジンを停止し、絶対に　　　　火気を近づけないでください。また、エンジンが冷えてから　　　　行ってください。▲注意＝火災　　　o燃料やオイルをこぼしたときは、必ずふき取ってください。34法2カ月以上使用しないときは、次の手順で整備を行って傑管してくoバッテリーをはずします。エンジンオイルを交換します。燃料タンクと燃料フィルターの燃料を抜きます。妙観嚢響し湿気●ホコリの少ない場所にカバーなどをかけて保　く注意）　　　O取りはずしたバッテリーは、月1回程度補充電を行ってください。　　　○エンジン関係の処置については、別冊のエンジン取扱説明書もあわ　　　　せてお読みください。（2）二段積みの方法二段積みにして、倉庫などに格納するときは、必ず次を守ってください。のボンネットにへこみや、ボルト類のゆるみ欠落が無とを確認してください。積みの重量に耐えられる固い地盤に、水平に置いてくい◎を吊り上げるときは、必ず吊り金具を使用してくださ機と発電機との間には、指定箇所に同一サイズで本機り長い枕木を入れ、その上に発電機を置いてください。重ねは二段までとし、下になる機械の重量・寸法よりい機械はのせないでください。積みの状態で機械の運転をしないでください。嚇�`齪跡段積用禽木位置1がを項機こ段さ機。電よみき段け機事本い二だ本い発幅積大二　：本のO　O触◆O　　O　　O　　O剛κ隔σ臨0編1曽目し弓oアき鰯0“3512、故障時の対応　　ロ　　い　　さ　　だ　　く　　で　　い。　　ない　　しさ　転だ　運く　　、て　　はつ　　き行　　とて　　るし　　い止　　て停　　れを　　ぬン　　がジ　体ン　　や工電機ず感本必　＝OO鰍◆▲注意＝けが　　　O必ずエンジンを停止して行ってください。▲注意＝火災・やけど　　　O絶対に火気を近づけないでください。　　　Oエンジンの停止直後は、エンジンやマフラーが高温になって　　　　いますので、エンジンが冷えてから行ってください。本機の調子が悪いときは、次の表にしたがって点検してください。点検しても正常にならないときは、お求めの販売店か弊社営業所に修理を申し付けてください。症状推定原因処置セルモーターが起動しない1：潟謂誘貌1：1ミ劉二裳鑛麓エンジンが始動しない1灘麟畢ゴミがz1：騨聾獅料フ．、レター永轟Σ儲メンタ内部の緯欝薯がすぐli・、ル羅エア｝　｛li墾，1する交流出力が出ない1．ブレーカーがrOFF』1．『ON』にする交流出力が弱い3．百1：劉4．口転鰐竃藷がえている　しているが低い1：鱗讐繋欝擁甑える蠣駿駐酷する灘賭1．負荷接続のアンバランス1．接続をかえるブレーカーを『ON』にできない．1．完　に『OFF』1、輸強動1．ブレーカーを『OFF』の位1：、響霧る蕪麟1．過負荷で使用1．使用する機器の台数を滅らす3613．ゼネレータ電気回路図［DG1250MH］呼繍閏謬隅．構　ト爲囎￥呂刺難8揖き望　　講一トO一く8一　　網国OO　　濱　　岩　　甲輔　　　　　　甲噂　　“噸鴫　　　刷　論巴　き　oo　　　　　o　り一　　　　　　一噸一�D畢一一“　　“飼　　り9o劇切刺申隅口9◎論一腕　ll◎1魯�j髄暑o一一一劇漏噂一り斡閥匡躍り口一鱒馳騨●o欄励馬鯉「鴇鱒1馬一励轡一群箋11ξ＜〜瑠o雷留●亀o…鰐貯《一属紹一“留9理o一●一o■売一一一民｛「i％熱iii…『““飾�p一一聯一く訂四唾6尉割“句昌尋“囹朝”5嘱裸8ooq臼瓢L＿鵠“騒紹闘一h〜一一　　“鐸“瑳騨■◎　　贈■1図　一り燭　“』角“噌　m　oレ噸　図一一口噂監■哺　’1り鴫鴇亀詞襲一　　　一”　　レ国一88oo”囎的ooq“●昌糖　o回卜一一o〜一レoq欝冷い｝悼一ヤ闘栽8桑冒一〜o飼鵜一一hトあ口劉一覧卜曝β乖図・嘱り”お図醒周一σ一c…ヨ縄旨轟留自舞■”毒一　餌o譜醐■9G一“幅一口薯37［OO一αOOζエ］霞獅ランプ60M100！110マ　15▲100！“O▼cα騰2100／1：0▼　　15▲100！110▼瓢1駆昂2坦，翼��C1440L…20》鍛A笥塵2且雌認3xFrV〜1　2「1評〒濡〜21毒21▼s10022222・・遡ムs51璽曝0033333003緬■�H1騰1漏51一一炉智1麗0012．002S1廻“S2聾ー蟹om140蟹C81量電中▼o▼o4“輩5400102i12炉03307”3013■衆12128c1’駆G金16ヂ�s巳55〜3oo「5dr2「，12。？』2罵2」且　罰1星1S”　　　”25亙雪ユ認認C52”帆2期1言13▲▼重A：1馳躍BLI蹴C耳　　　　　ムc夏m鯛2zI」0」11皿516　＝2；G7；1創”K22　『鵠甲x運籍示ナ樽ハL25ロトス私c湖罵00／220▼価，縣轡ムC翼GoQoエンジン電気回路図41250MH］［DG1蔓おご　山山　幽◎隅園爾。受塁ロ欝．一．◎‡顕藁9幽“睦下ゐ戯ぐ�I〜一日く擦　　　　　b浸詣寓観目“1一Bo，臼一　　　箋8一》　O明h■隅ー粥　　，　↑　叩9一顧魯嘱僧“揖胃　　　　　　緊ヤ騰轟　　　　　　　　　鵠　　　　　　　　　切国0角。議　國一”縮　卜　　脚　　β　縮鴨監”　　岩　　睾　　噂⇒螂回賢1劉』　　凶，や潟一　　回蜘　　　瞭　　一「一一⇒　　餐　　絢⇒鵠　O　　　　画　。師OI一嘱輔ト偲　尉−一嘱劇　Ol一亀吻幽　　　　　謬9ヨご　　　　　　b　一山嵐『回一馴　　　　　　　い　誤鵠階鳳　　　　　　　“　　山O　紹国癩　　　　　　　い　　陛　霜刷鱒　　　　　　　b　　4霜別劇餌憎蜘』O罠蚤目　“ー　齢頓口一餌角隔o，噂罠』霧国属賓切O。一綿脚箋“日4“，R鶴B　　�p国賞勾♂ロ働　　ーム聯ーヤ｛“甲ー1螂陣い周自001　陰唱O　中　　1一口角讐　属幣輸属冨ぢO魑　旨屓層　一鱈ゆ》h◎おく一〇　　く圓一1国一隆騰鱒i　0需1騨　員1ト1ーいー巾“Pーm繭　“o齢　ー雰県喬驚　＞製呂←　　　　　　電　ー費幅溌、　レ巽り目申　　　　　　ー＋　　　1　師00o“ゆ働⊥零出面即　■鱒■o．　憐鱒　�n誕気ー『　⊥翼甲　　　　象嘗馨廓騨　　　　回調　　桐因　　　　　P綿回　　　　　　　　蘂　　釦窺　　　　†ミ』協↑”ム、�d　　”ー0眠鎧鷲貰　緊賓駄咽鯛層一讐囮漏特繋侮　調輿腐国§　霞§燭�`茎琶ー　十ロ3ー獅h却劇講紮賓凸凸hヘハ馬簑　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　』　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へー嶋へ磯敷ヤ　ムト当燥りm当燥へtΨ磯ギ陣嘔“覧国一繭39500MH］［DG1　網員軸ヨ昌　南』　病O員頷自　　　　　　　　　　　イ塁ロOq，一く鱒静韓崇¶　　　　　　　』“蝿蝿トハ応ぐO〜一■く　崇　　　　　　餉翔隔齢麻鵯圏鰹一ー一　B09一　　　讐言一）　04函榊恥湊隣餉栂静い塁　　　　　　　紮賓↓　　　　　　　　●o巾　　　　　　　　　　昌　　　薯　　　　　　　　　　　　　　　口　　餉　　一角胴謄畷旧鱒　　　　　　　躰　　認霜脚回一口翻匿　　N　　　山O　　b　　翻鵜◎一噌　噂嚢　　飼口，劉角←　　観十醤←　繭　　回恥　　　臨　　　一』一1嘱一⇒　　巽明　向薯器　O　　　　幽　ロ齢　　　　　　一飼震　◎1一繕　　　一　↑顎　噂〇一咀トぱ艇ト爬　網−一帽涌篇　門騨一o幽吻山餉　　麟　o“餌り　　　　　19山O　　　　　ー　ロ嘔麻織幣　　　Io気（さご幽O置掴響　o．い　断鱒顧鞘疑撃　く國　　灘一餌山幽0レ駒噛h鎚切りm　　“ロ一唱偶属　　　O�p噂一識　　　　編胴層　　　　　　　　　　　恥一鱒酔　　　齢粥騨餌一　　　　　　　〇司ー（惹一翼�去ｩ葛o”　　ーム陣ーヤ恥トヤ“−螺粟“R8餉Oー即■　　■�p一門環　　切　』　←　　8一自簡薯》山9ロ幽や一＝トOOやむ噌←O　　く寧属一髄贋00鱒1響i　陶瞬1i団　繭ー1角ー即顧“陶餉ー国国護卜　　　　　師　1魯恥慕ツ、　P�pご自十　　　　　　　1　ー勢恥ひ7、　P製呂十　　　　　　1牛　　喧ふハ置皿亀ロ8輸〇一』蝿bロ“　トハ嚇　　幽い謹鰍−鴇　ムあ却　　　　　　阜“ヤ属憎悼騨製　　　　四鯛　　構田　　　　　魯細ロ　　　　　　　　　糞　　渦疑　　　　↑ミ旨bロ“己・　聖りh鮎鎚緊ヤ民　緊ヤ幅隙一調饗一胸因“憶霜鴨　渦騎属薯　一票臼§一�`茎首ー　　ゆー琳（鯉嘲調緊ヤニ墨◎h“ゐ気轟　　卜・回　缶　　　　　　　　　ヤ　≦〉ヘー鴫気禽佃　　当憧気−申史華粟ぞ昌40新｛ヲ’イワ王業諒式会社本社〒731−3167広島市安佐南区大塚西6丁目2−11下EL　O82−849−2001所所所所所所所所所所所所所所所所業業業業業業業業業業業業業業業業　　　　　　　　　　営営営営営営営営営営営営ま　営営営営　　　　　　　　　　た宮幌台山岡京葉摩浜木岡、B浦橋野潟　　　　　　　　　　し者　　　　、札仙郡盛東干多横厚静さ宇士前長新名古屋営業所所所所所所業　業業業　業営　営営営　営松　阜沢阪浜津岐金大和歌山営業所所所所所所所所所所所所所所所業業業業業業業業業業業業業業営営営営営営営営営営営営営営　　　　　　　　　　　　島都路山松島府山岡倉早分本崎児京姫松高広防岡福小諌大熊宮鹿〒065−0033〒984−OO42〒963−0107〒020−0122〒134−0083〒264−OO25〒192−0043〒222−OO25〒．243−OO14〒422−8046〒331−0811〒321−0912〒300−0815〒371−OO37〒381−OO43〒950−0892〒454−0826〒435−OO53〒514−0823〒500−8367〒920−OO16〒556−0022〒640−8482〒601−8304〒670−0974〒790−0064〒761−0101〒731−3167〒747−OO31〒700−0965〒812−OOO6〒803−0826〒854−OO62〒870−0155〒862−0910〒880−OO22〒890−OO73札幌市東区北三十三条東17丁目4−17宮城県仙台市若林区大和町1丁目22−45福島県郡山市安積4丁目48−1岩手県盛岡市みたけ4丁目3−5東京都江戸川区中葛西6丁目17−8千葉市若葉区都賀3丁目19−1東京都八王子市暁町2丁目6−3神奈川県横浜市港北区篠原西町34−33神奈川県厚木市旭町5丁目47−18静岡市中島2834−1埼玉県さいたま市北区吉野町1丁目19−4栃木県宇都宮市石井町3149−28茨城県士浦市中高津1丁目12−48群馬県前橋市上小出町2丁目46−3長野市吉田5丁目24−16新潟市寺山3丁目32−12愛知県名古屋市中川区小本本町1−75静岡県浜松市上新屋町231−6三重県津市大字半田池町590−5岐阜市宇佐南4丁目2−4石川県金沢市諸江町中丁344大阪市浪速区桜川4丁目11−20和歌山市六十谷1234−7京都市南区吉祥院前河原町1兵庫県姫路市飯田2−88愛媛県松山市愛光町9−14香川県高松市香目町片田1638−7広島市安佐南区大塚西6丁目2−11山□県防府市迫戸町5丁目25岡山市西長瀬261−104福岡市博多区上牟田3丁目5−22福岡県北九州市小倉北区高峰町10−8長崎県諌早市小船越町1021−3大分市高城南町7−13熊本市健軍本町7−17宮崎市大橋3丁目134−2鹿児島市宇宿2丁目23−18IEL　O11−783−75511EL　O22−239−1688TEL　O24−945−86781EL　O19−641−34161EL　O3−3687−57711EL　O43−214−0260¶EL　O426−20−55901EL　O45−431−77861EL　O46−228−2243TEL　O54−282−70121EL　O48−666−2521τEL　O28−656−8737IEL　O298−24−52121EL　O27−234−59561EL　O26−244−39701EL　O25−275−5616TEL　O52−362−22811EL　O53−467−03941EL　O59−227−27161EL　O58−271−40151EL　O76−237−12301EL　O6−6561−8484IEL　O73−462−7277TEL　O75−321−0141IEL　O792−33−6838IEL　O89−922−8886IEL　O87−843−12011EL　O82−849−24001EL　O835−27−05751EL　O86−241−3013TEL　O92−411−98011EL　O93−561−3422¶EL　O957−23−33411EL　O97−552−17451EL　O96−365−0484IEL　O985−23−21261EL　O99−257−680104080121201−94011



